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そ
の
ほ
か
、
今
後
の「
国
内
史
跡
探
訪
研
究
旅
行
」「
壽
書
展
」「
書

道
教
育
研
修
会
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
す
で
に
斬
新
な
計
画
で
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
の
会
員
、
一
般
の
方
々
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
日
会
報
も
今
回
一
八
〇
号
の
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
先
人
の
ご
苦
労
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支

援
・
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
事
で
あ
り
、
又
、
会
員
部
長
は

じ
め
、
次
長
、
委
員
の
方
々
の
日
頃
か
ら
の
ご
尽
力
に
よ

る
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
五
月
に
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
予
定
で
何

か
と
世
間
の
注
目
を
浴
び
、
中
部
の
活
気
に
な
れ
ば
と
嬉

し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
十
月
末
か
ら
は
、
第

三
十
一
回
国
民
文
化
祭
あ
い
ち
二
〇
一
六
が『
愛
故
知
新
』

（
伝
統
を
「
愛
」
し
み
、
新
し
き
を
「
知
」
り
、
文
化
は

動
く
）
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
中
部
日
本
書
道
会

も
、
本
会
の
公
益
性
、
一
般
市
民
へ
の
書
写
・
書
道
芸
術

の
啓
蒙
を
目
的
に
、
第
六
十
六
回
書
き
ぞ
め
展
、
第
六
十

六
回
中
日
書
道
展
を
応
援
事
業
と
し
て
コ
ラ
ボ
さ
せ
ま
し

た
。

　

さ
て
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
中
日
書
道
展
の
出
品
を
終

え
、
審
査
結
果
を
楽
し
み
に
し
て
み
え
る
頃
だ
と
思
い
ま
す
。
審
査

に
あ
た
り
、
よ
い
作
品
、
努
力
さ
れ
た
作
品
を
見
逃
さ
ぬ
よ
う
審
査

員
一
同
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
審
査
に
あ
た
る
所
存
で
お
り
ま

す
。
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本
年
度
第
四
回
理
事
会
が
去
る
二
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

理
事
二
十
七
名
の
出
席
を
う
け
て
、
伊
藤
理
事
長
の
挨
拶
に

よ
り
始
ま
り
、
二
十
八
年
度
事
業
計
画
案
・
同
予
算
案
、
資
産

の
運
用
に
つ
い
て
、
諸
規
程
の
制
定
並
び
に
改
定
に
つ
い
て
、

評
議
員
及
び
正
会
員
の
承
認
、
審
査
会
員
の
承
認
等
の
議
事
に

つ
い
て
熱
心
に
か
つ
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
す
べ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

理
事
会
終
了
後
、

引
き
続
き
第
一
回
評

議
員
会
が
本
会
の
定

款
に
従
い
理
事
会
に

お
け
る
決
定
事
項
の

報
告
会
と
い
う
形
で

開
催
さ
れ
、
理
事
会

で
決
定
さ
れ
た
事
項

に
つ
い
て
詳
細
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

�

内
容
の
詳
細
は
Ｐ
２
及
び

Ｐ
５
～
９
に
記
載

平
成
二
十
七
年
度

第
四
回
理
事
会
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第
一
回
評
議
員
会 
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催
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よ
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第
六
十
六
回
中
日
書
き
ぞ
め
展
授
賞
式

�		　
　
　
　
　
　

同　
　
　
　
　
　
　

入
賞
者

�	

支
部
だ
よ
り
（
下
半
期
）

事業報告をする天野庶務部長

理
事
長

�

伊
藤
昌
石

濃
飛
支
部
会
報　

第
五
号
（
平
成
二
十
八
年
二
月
一
日
）
掲
載
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祝
賀
懇
談
会
を
開
催
し
て

平
成
二
十
七
年
度 

講
演
会
を
開
催
し
て

厚
生
部
長
　
小

島

瑞

柳

研
究
部
長
　
廣

澤

凌

舟

　

平
成
二
十
七
年
度
、
第
四
回
理
事
会
、
第
一
回
評
議
員
会
の
懇
談
会
が
、
平
成
二
十
八
年
二
月
十
一
日
（
木
・

祝
）
に
、
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
三
階
那
古
の
間
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
安
藤
滴
水
名
誉
副
会
長
の
「
今
年
の
日
展
は
、
東
海
地
区
で
沢
山
の
人
が
入
選
入
賞
し
ま
し
た
。

今
日
は
そ
の
お
祝
い
の
方
々
を
中
心
に
賑
や
か
で
楽
し
い
懇
談
会
に
し
ま
し
ょ
う
。」
と
の
お
言
葉
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
の
皆
様
を
代
表
し
て
、
中
日
新
聞
事
業
局
文

化
事
業
部
長
の
西
原
健
二
様
よ
り
、「
精
神
性
、
芸
術
性
を
集

約
し
て
い
る
総
合
芸
術
で
あ
る
書
を
、
日
本
へ
の
観
光
客
の
皆

さ
ん
に
も
普
及
し
て
頂
き
た
い
。」
と
の
お
言
葉
を
賜
わ
り
ま

し
た
。

　

ご
来
賓
、
本
会
役
員
の
皆
様
の
ご
紹
介
の
後
、
褒
賞
部
長
よ

り
、
平
成
二
十
七
年
度
改
組
新
第
二
回
日
展
東
海
展 

特
選
・

中
日
賞
受
賞
者
、
初
入
選
者
、
第
三
十
二
回
読
売
書
法
展 

読

売
新
聞
社
賞
受
賞
者
の
皆
様
に
、
樽
本
樹
邨
名
誉
副
会
長
よ
り

花
束
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
東
海
テ
レ
ビ
放
送
事
業
局
選
任
局
長
の
加
藤
昭
宏

様
よ
り
、「
書
道
が
社
会
に
潤
い
を
与
え
、
人
々
の
心
を
豊
か

に
し
て
く
れ
る
こ
と

を
願
い
乾
杯
！
」
の

ご
発
声
で
、
賑
や
か

で
楽
し
い
懇
談
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

三
六
八
名
の
ご
参

加
を
頂
き
、
盛
況
の

中
、
和
や
か
に
祝
賀

懇
談
会
が
終
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
を
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

二
月
十
一
日
（
木
・
祝
）
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
曙
東
の
間
に
お
い
て
中
日
新

聞
社
取
締
役
論
説
担
当
兼
東
京
本
社
論
説
室
論
説
主
幹
・
深
田
実
先
生
を
講
師

に
お
迎
え
し
て
「
イ
ス
ラ
ム
は
怖
い
か
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
（
約
一
時
間

十
五
分
）
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
今
、
メ
デ
ィ
ア
を
賑
わ
せ
て
い
る
「
イ
ス
ラ
ム
」
へ
の
関
心
の
高
さ
の
表

れ
か
、会
場
は
立
ち
見
が
出
る
程（
参
加
者
三
九
一
名
）の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
「
エ
ル
サ
レ
ム
」
や
「
カ
イ
ロ
」
に
渡
航
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
経
験

を
踏
ま
え
た
説
得
力
あ
る
お
話
に
思
わ
ず
身
を
乗
り
出
す
参
加
者
も
数
多
く
見

ら
れ
ま
し
た
。

　
「
エ
ル
サ
レ
ム
・
カ
イ
ロ
で
見
た
こ
と
」「
歴
史
を
動
か
す
民
衆
の
心
理
」
等

を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お
話
し
い
た
だ
き
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
先
生
の

優
し
い
お
人
柄
が
窺
え
る
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
伊
藤
昌
石
理
事
長
よ
り
「
多
種
多
様
な
考
え
方
に
対
応
す
る
事
が
必

要
」
と
感
想
を
述
べ
ら
れ
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
困
っ
て
い
る
人
を
助
け
る
と
良
い
事
が
あ
る
（
喜
捨
＝
き

し
ゃ
）
と
い
う
考
え
方
は
日
本
人
も
学
ぶ
べ
き
所
が
あ
り
ま
す
ね
」「
日
本
で

生
活
し
て
い
る
私
達
に
は
知
る
事
が
出
来
な
い
貴
重
な
お
話
を
聞
く
事
が
出
来

ま
し
た
」
等
の
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
多

忙
中
に
も
拘
ら
ず
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
深
田
実
先
生
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平成27年度 講 演 会
平成28年 2 月11日（木・祝）
　　　　　16時30分～17時45分
名古屋観光ホテル　曙東の間

講師　�中日新聞社取締役論説担当兼�
東京本社論説室論説主幹

　　　深 田   実 氏

演題　「イスラムは怖いか」

乾杯　東海テレビ放送　加藤昭宏様

懇談会で挨拶される安藤滴水名誉副会長

来賓祝辞　中日新聞社　西原健二様

講師　深田実氏

平 成 27 年 度 　 第 4 回 理 事 会 ・ 第 １ 回 評 議 員 会
改組新第2回日展入賞・入選、読売書法展受賞者 祝賀懇談会 開催
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濃
飛
支
部
三
十
周
年
記
念
展
に
よ
せ
て

濃
飛
支
部
長
　
石

原

聲

風

の
一
端
を
閲
覧
し
て
頂
く
こ
と
が
出
来
た
か
な
と
思
い

ま
す
。
ま
た
役
員
・
会
員
の
方
の
多
大
な
る
ご
協
力
に

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
、
濃
飛
支
部
が
三
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
や
は
り
歴
代
支
部
長
・
役
員
・
会
員
の
方
の
一
年

一
年
の
努
力
と
研
鑽
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
の
事
と
歴

史
の
重
み
を
感
じ
ま
す
。
歴
代
支
部
長
を
紹
介
し
ま
す

と
、
支
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
初
代
支
部
長
永
治
秋
聲

先
生
が
昭
和
六
十
一
年
よ
り
九
年
間
、
第
二
代
目
今
井

仙
童
先
生
が
平
成
七
年
よ
り
四
年
間
、
第
三
代
目
安
江

子
猷
先
生
が
平
成
十
一
年
よ
り
四
年
間
、
第
四
代
目
永

治
秋
聲
先
生
が
平
成
十
五
年
よ
り
一
年
間
、
第
五
代
目

市
川
恵
一
先
生
が
平
成
十
六
年
よ
り
五
年
間
、
第
六
代

目
中
川
貴
舟
先
生
が
平
成
二
十
一
年
よ
り
四
年
間
務

め
ら
れ
ま
し
た
。
第
七
代
目
と
し
て
現
支
部
長
の
石
原

聲
風
が
平
成
二
十
五
年
よ
り
引
き
継
い
で
務
め
て
い
ま

す
。
歴
代
支
部
長
の
方
に
は
遠
隔
地
濃
飛
地
区
に
於
い

て
大
変
ご
苦
労
の
中
書
道
文
化
の
普
及
に
ご
尽
力
さ
れ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

濃
飛
支
部
は
岐
阜
県
東
濃
飛
騨
地
域
の
中
津
川
市
・

恵
那
市
・
下
呂
市
と
広
域
に
亘
り
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
年
の
支
部
展
・
講
演
会
な
ど
の
研
究
会
・
交
流
会
等

の
活
動
を
、
三
市
持
ち
回
り
で
一
年
毎
に
順
次
交
替
し

て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
書
道
を
通
じ
て
会
員
・
地
域
と
の
交
流
を
図

り
、
書
写
教
育
・
芸
術
の
向
上
を
目
指
す
活
動
を
会
員

と
共
に
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
七
月
二
十
四
日

よ
り
三
日
間
、
濃
飛
支
部
三
十
周

年
記
念
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
併

せ
て
二
十
六
日
に
は
記
念
講
演
、

総
会
、
懇
親
会
と
開
催
致
し
ま
し

た
。
記
念
行
事
は
約
一
年
前
よ
り

支
部
ら
し
い
企
画
を
、
と
い
う
事

で
実
施
致
し
ま
し
た
。

　

支
部
展
は
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

に
て
理
事
長
・
副
理
事
長
の
作
品
に
加
え
、
会
員
の
中

日
展
作
品
、
更
に
役
員
は
二
点
を
出
品
し
合
計
五
十
二

点
の
作
品
が
会
場
を
賑
わ
し
ま
し
た
。
特
に
役
員
二
点

目
の
作
品
は
自
由
奔
放
な
作
品
で
漢
字
・
か
な
・
墨
絵

に
自
詠
歌
な
ど
も
あ
り
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し

た
。

　

本
部
役
員
の
方
の
ご
臨
席
を
賜
り
総
会
を
開
催
、
続

い
て
記
念
講
演
は
徳
川
美
術
館
学
芸
部
長
の
四
辻
秀
紀

先
生
の
「
文
房
至
宝
・
墨
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
の
講

演
を
頂
き
ま
し
た
。
夜
十
八
時
よ
り
の
交
流
会
に
は
た

ん
ぽ
ぽ
作
業
所
の

子
供
達
の
太
鼓
演

奏
も
あ
り
盛
会
の

中
に
三
十
周
年
記

念
行
事
が
終
了
致

し
ま
し
た
。
展
覧

会
を
通
じ
、
地
域

の
方
に
書
道
文
化

濃 飛 支 部 創 立 三 十 周 年

交 流 会

初代支部長　故永治秋聲先生

記念支部展

記念講演会
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教
育
部
長
　
後
　
藤
　
啓
　
太

　

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
日
（
日
）・
二
十
一
日
（
月
・
振
休
）、
名
古
屋
矢
場
町
西
、
ナ
デ
ィ
ア
パ
ー

ク
二
階
ア
ト
リ
ウ
ム
に
て
、
応
募
点
数
一
六
、
〇
三
一
点
の
頂
点
で
あ
る
文
部
科
学
大
臣
賞
か
ら
奨
励

賞
ま
で
上
位
一
、
三
六
二
点
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
二
日
間
で
五
千
人
を
超
え
る
方
々
に
ご
高
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
出
品
者
と
そ
の
ご
家
族
だ
け
で
は
な
く
、
ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
に
買
物

に
来
ら
れ
た
方
、
特
に
大
学
生
、
ま
た
幼
い
お
子
さ
ん
を
お
連
れ
の
若
い
ご
夫
婦
な
ど
で
す
。

　

皆
さ
ん
一
様
に
作
品
の
完
成
度
、
素
晴
ら
し
さ
に
感
動
さ
れ
、「
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
『
書
』

は
大
切
で
す
ね
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
時
代
に
書
を
勉
強
し
た
こ
と
を
思
い
出

さ
れ
た
方
も
い
ら
し
た
よ
う
で
す
。

　
「
素
晴
ら
し
い
作
品
ば
か
り
で
感
動
し
ま
し
た
」「
学
生
の
作
品
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
多
く
の
称

賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
学
生
の
皆
さ
ん
が
、
将
来
の

中
日
書
道
会
の
一
員
と
し
て
書
の
発
展
を

担
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。
こ
の

学
生
展
を
卒
業
し
て
、
六
月
の
本
展
で
あ
る

中
日
展
に
出
品
さ
れ
る
方
も
増
え
、
こ
の
書

き
ぞ
め
展
が
意
義
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
休
日
に
も
関
わ

ら
ず
、
多
く
の
協
賛
会
員
の
皆
様
に
陳
列
撤

去
を
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
会
の
学
生
パ
ワ
ー
を
発
信

し
て
参
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
六
十
六
回
中
日
書
き
ぞ
め
展
を
終
え
て

〈
審
査
〉

　

平
成
二
十
八

年
一
月
三
十
日

（
土
）、
本
部
に
於

い
て
四
十
四
名
の

審
査
員
に
よ
っ
て

厳
正
に
審
査
さ

れ
、
入
賞
・
入
選

者
が
決
ま
り
ま
し

た
。

ナディアパーク ３階エスカレーターより撮影

第66回 中日書きぞめ展
出品点数 16,031点

会　期　平成28年 ３ 月20日（日）・21日（月・振休）　　会　場　ナディアパーク  2 階 アトリウム

樽
本
樹
邨
名
誉
副
会
長
が
寄
贈　中日ドラゴンズ球団創設80周年を祝し、「騰龍」を寄贈。作品は名古屋市東区のナゴヤドーム内「プラ

イムワン」の入口に掲額。

　
　
　
『
騰　

龍
』

　

説
苑
談
叢
云

騰
龍
乗
雲
而
擧

《
作
品
制
作
に
あ
た
っ
て
の
作
者
の
意
図
》

　

筆
を
引
く
の
で
は
な
く
、
推
し
進
め
る
こ
と
で
手
ご
た
え
の
あ
る
力
強
い
線
を
引

く
こ
と
を
目
指
し
た
。
さ
ら
に
、重
厚
で
柔
ら
か
く
深
み
の
あ
る
線
を
大
切
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
肉
太
で
気
魄
充
満
な
表
現
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

―
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
優
勝
の
切
な
る
願
い
を
込
め
て
―

樽
本
樹
邨
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平成28年度　 総　　会 
 第66回 中日書道展 入賞・入選者授賞式 他

 平成28年 6 月12日（日）　ウェスティンナゴヤキャッスルにて開催予定

〈予告〉

第
三
十
三
回 

読
売
書
法
展

当
番
審
査
員

第
六
十
八
回 

毎
日
書
道
展

◇
審
査
顧
問　

黒
野　

清
宇

◇
特
別
賞
選
考
委
員

　
　

黒
野　

清
宇　

樽
本　

樹
邨

◇
当
番
審
査
員

　
〈
漢
字
部
門
〉

　
　

天
野　

白
雲　

伊
藤　

昌
石

　
　

伊
藤　

仙
游　

加
藤　

子
華

　
　

佐
藤　

慶
雲　

菅
生　

攝
堂

　
　

世
古
口
大
虚　

高
橋　

秀
箭

　
〈
か
な
部
門
〉

　
　

近
藤　

浩
乎　

山
本　

雅
月

　
〈
篆
刻
部
門
〉

　
　

磯
貝　

弘
子　

鈴
木　

立
齋

◇
当
番
審
査
員

　
〈
漢
字
Ⅰ
類
〉	

山
脇　

三
枝

　
〈
漢
字
Ⅱ
類
〉	

籠
瀬　

提
花

　
〈
近
代
詩
文
書
〉	
安
藤　

滴
水

	

川
合　

玄
鳳

	

原
田　

凍
谷

　
〈
大
字
書
〉	

波
切　

童
州

第
三
十
三
回
　
読
売
書
法
展

第
六
十
八
回
　
毎
日
書
道
展

山
　
際
　
雲
　
峰

　

こ
の
た
び
、
改
組
新
第
二
回
日
展
に
お
い
て
栄
誉
あ
る
中
日
賞
を
い
た
だ
き
恐

縮
至
極
に
存
じ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
師
な
ら
び
に
、
会
の
皆
様
方
の
ご
厚
情
と

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

書
を
始
め
四
十
八
年
、
日
展
初
入
選
は
三
十
三
歳
で
し
た
。
振
り
返
れ
ば
た
だ
た

だ
、
歳
月
の
速
さ
を
痛
感
す
る
次
第
で
す
。

　

今
回
の
作
品
の
制
作
に
お
い
て
、
最
も
苦
慮
し
た
の
が
題
材
選
び
で
し
た
。
数
か

月
か
け
て
試
行
錯
誤
の
末
、
や
っ
と
「
薛
瑩
」
詩
に
辿
り
着
き
ま
し
た
。

　

作
品
は
格
調
高
く
、
古
典
を
も
と
に
個
性
が
表
現
で
き
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、

中
国
・
六
朝
時
代
の
楷
書
を
モ
チ
ー
フ
に
起
筆
・
運
筆
に
注
意
を
払
い
、
古
典
の
特

徴
で
あ
る
野
性
的
で
素
朴
な
結
体
に
強
靭
な
線
質
を
以
て
表
現
で
き
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
、
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

今
後
も
気
力
・
体
力
の
続
く
限
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

改
組 

新 

第
二
回
日
展
東
海
展

　
　
　
　
　
　
　
　
中
日
賞
を
受
賞
し
て

薛

瑩

詩

平
田
蘭
石
先
生

�

岐
阜
県
芸
術
文
化
顕
彰
ご
受
賞

	

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日　
　
　
　

	

岐
阜
県
知
事
表
彰
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第
六
十
六
回
中
日
書
道
展
運
営
委
員
会
開
催

第
一
事
業
部
長
　
伊
　
藤
　
仙
　
游

第
六
十
六
回　

中
日
書
道
展
日
程
表

　

春
の
陽
光
に
四
季
の
喜
び
を
感
ず
る
四
月
十
日（
日
）

午
後
五
時
か
ら
、
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
に
於
い

て
第
六
十
六
回
中
日
書
道
展
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
も
名
誉
副
会
長
樽
本
樹
邨
先
生
、
安

藤
滴
水
先
生
及
び
常
任
顧
問
の
先
生
方
の
御
臨
席
を
賜

り
、
理
事
・
監
事
・
各
部
部
長
・
副
部
長
・
主
任
の
先
生

方
・
協
賛
会
員
の
方
々
な
ど
総
勢
一
五
二
名
の
ご
参
加

を
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き

多
く
の
の
表
具
店
様
に
出
席
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
議
は
大
池
青
岑
総
務
部
長
兼
企
画
委
員
長
の
進
行

に
よ
り
開
会
、
理
事
長
伊
藤
昌
石
先
生
よ
り
、「
愈
々

第
六
十
六
回
中
日
書
道
展
が
動
き
始
め
ま
す
。
市
中
の

桜
は
既
に
散
っ
て
い
ま
す
が
、
中
日
書
道
展
は
皆
様
の

ご
協
力
を
頂
い
て
花
満
開
に
、
盛
大
に
開
催
出
来
ま
す

様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」旨
の
御
挨
拶
を
戴
き
ま
し

た
。

　

続
い
て
副
理
事
長
兼
事
務
局
長
関
根
玉
振
先
生
よ

り
、
名
誉
副
会
長
・
常
任
顧
問
の
ご
紹
介
、
事
務
分
掌

各
部
部
長
・
副
部
長
の
ご
紹
介
、
ご
出
席
の
協
賛
会
員

の
ご
紹
介
等
が
行
わ
れ
、
第
一
事
業
部
長
伊
藤
仙
游
よ

り
第
六
六
回
中
日
書
道
展
日
程
等
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
愛
知
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
影
響
で
電

気
文
化
会
館
が
展
示
会
場
に
加
え
ら
れ
、
搬
入
搬
出
等

に
大
変
な
ご
苦
労
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
後
各
部
に
分
か
れ
熱
心
な
討

議
が
行
わ
れ
充
分
な
話
し
合
い
の
後
、
小
島
瑞
柳
厚
生

部
長
の
名
司
会
に
よ
り
懇
談
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
初

め
に
名
誉
副
会
長
安
藤
滴
水
先
生
か
ら
、「
一
人
で
も

多
く
に
方
に
ご
出
品
い
た
だ
き
、
中
日
書
道
展
が
大
成

功
に
終
り
ま
す
よ
う
に
」
旨
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
常
任

顧
問
後
藤
汀
鶯
先
生
か
ら
「
中
日
書
道
展
の
新
た
な
第

一
歩
と
な
り
ま
す
よ
う
に
」
と
の
ご
挨
拶
と
声
高
ら
か

な
乾
杯
の
ご
発
声
を
頂
き
、
和
気
藹
藹
と
し
た
和
や
か

な
空
気
が
拡
が
り
ま
し
た
。

　

第
六
十
六
回
中
日
書
道
展
が
盛
大
か
つ
順
調
に
開
催

で
き
ま
す
よ
う
に
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

四
月�

十
一
日
月
書
類
（
取
扱
店
へ
）

�

十
五
日
金
書
類
搬
入
（
業
者
）
本
部
へ�

中
部
日
本
書
道
会
本
部
受
付　

午
前
十
時
～
十
一
時
半

作
業　

午
後
三
時
ま
で

愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー　

八
Ｆ
展
示
場

五
月�

六
日
金
依
嘱
・
無
鑑
査
・
一
科
・
二
科
裏
打
ち
作
品
搬
入

午
前
九
時
～
午
前
十
一
時

�

七
日
土
二
科
・
鑑
審
査

一
部
・
二
部
・
三
部
・
四
部
・
五
部

午
前
九
時
～
午
後
五
時

�

八
日
日
一
科
・
鑑
審
査

�

九
日
月
特
別
賞
選
考
（
依
嘱
・
無
鑑
査
）

午
前
九
時
～
午
後
三
時

裏
打
ち
作
品
搬
出

午
後
四
時
～
午
後
六
時

名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄

六
月�

六
日
月
無
鑑
査
（
一
部　

桜
花
賞
を
含
む
）

搬
入

陳
列　

午
後
一
時
～
午
後
五
時

�

七
日
火
展
覧
会
役
員
作
品
展
示　
　

第
一
日

午
前
九
時
半
～
午
後
六
時

�

八
日
水
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
二
日

午
前
九
時
半
～
午
後
六
時

�

九
日
木
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
三
日

午
前
九
時
半
～
午
後
六
時

�

十
日
金
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
四
日

午
前
九
時
半
～
午
後
六
時

�

十
一
日
土
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
五
日

午
前
九
時
半
～
午
後
六
時

�

十
二
日
日
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
六
日

搬
出　

午
後
四
時
～
午
後
六
時

電
気
文
化
会
館　

東
・
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

六
月�

六
日
月
無
鑑
査
（
二
部
・
三
部
・
四
部
・
五
部　

桜
花
賞
を
含
む
）
搬
入

陳
列　

午
後
一
時
～
午
後
五
時

�

七
日
火
展
覧
会
役
員
作
品
展
示　
　

第
一
日

午
前
九
時
半
～
午
後
六
時

�

八
日
水
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
二
日

午
前
九
時
半
～
午
後
六
時

�

九
日
木
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
三
日

午
前
九
時
半
～
午
後
六
時

�

十
日
金
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
四
日

午
前
九
時
半
～
午
後
六
時

�

十
一
日
土
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
五
日

午
前
九
時
半
～
午
後
六
時

�

十
二
日
日
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
六
日

搬
出　

午
後
三
時
～
午
後
五
時

愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

六
月�　

七
日
火
審
査
顧
問
・
特
別
出
品
・
一
科
審
査
会
員
・
二
科
審
査
会
員
・

依
嘱
（
一
部
・
二
部
・
三
部
・
四
部
・
五
部
・
海
部
俊
樹
賞
・

大
賞
・
準
大
賞
・
中
日
賞
〔
無
鑑
査
〕
を
含
む
）

搬
入

陳
列　

午
後
一
時
～
午
後
六
時

〔
企
画
委
員
・
主
任
は
午
前
十
時
～
（
予
定
）〕

�

八
日
水
展
覧
会
役
員
作
品
展
示　
　

第
一
日

午
前
十
時
～
午
後
六
時

�

九
日
木
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
二
日

午
前
十
時
～
午
後
六
時

�

十
日
金
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
三
日

午
前
十
時
～
午
後
八
時

�

十
一
日
土
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
四
日

午
前
十
時
～
午
後
六
時

�

十
二
日
日
　
　
　
　

〃　
　
　
　
　
　

第
五
日

搬
出　

午
後
四
時
～
午
後
六
時

名
古
屋
市
博
物
館

六
月�

十
三
日
月
一
科
搬
入
・
陳
列

搬
入

陳
列　

午
後
二
時
～
午
後
五
時

�

十
四
日
火
一
科
展
覧
会　
　
　
　
　
　

第
一
日

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

�

十
五
日
水
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
日

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

�

十
六
日
木
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
日

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

�

十
七
日
金
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
日

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

�

十
八
日
土
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

第
五
日

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

�

十
九
日
日
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

第
六
日

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

�

二
十
日
月
一
科
搬
出
・
二
科
搬
入

一
科
搬
出

二
科
搬
入 

午
前
九
時
半
～
正
午

二
科
陳
列

二
科
陳
列 

午
後
二
時
～
午
後
五
時

�
二
十
一
日
火
二
科
展
覧
会　
　
　
　
　
　

第
一
日

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

�
二
十
二
日
水
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

第
二
日

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

�
二
十
三
日
木
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

第
三
日

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

�

二
十
四
日
金
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
日

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

�

二
十
五
日
土
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

第
五
日

午
前
九
時
半
～
午
後
五
時

�

二
十
六
日
日
　
　

〃　
　
　
　
　
　
　
　

第
六
日

搬
出　

午
後
三
時
～
午
後
五
時

※
授
賞
式
・
祝
賀
会　

六
月
二
十
一
日
（
日
）　

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ス
ル

後藤汀鶯常任顧問の乾杯



中 日 会 報平成28年４月１日 第 180 号�7

平
成
二
十
七
年
度
　
公
益
社
団
法
人 

中
部
日
本
書
道
会

　 
第
四
回
理
事
会
内
容�

（
理
事
会
議
案
書

よ
り
　
抜
　
粋

）

　
　
　

日　

時　

平
成
二
十
八
年
二
月
十
一
日
（
木
・
祝
）

　
　
　

場　

所　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

平
成
二
十
七
年
度　

公
益
社
団
法
人 
中
部
日
本
書
道
会

第
四
回
理
事
会　
　

次　
　

第

一
、
開
会
の
こ
と
ば

二
、
理
事
長
あ
い
さ
つ

三
、
議　
　

事

　
　

第
一
号
議
案　
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画（
案
）に
関
す
る
件

　
　

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度
予
算（
案
）に
関
す
る
件

　
　

第
三
号
議
案　

資
産
の
運
用
に
関
す
る
件

　
　

第
四
号
議
案　

諸
規
程
の
制
定
並
び
に
改
定
に
関
す
る
件

　
　

第
五
号
議
案　

評
議
員
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　

第
六
号
議
案　

正
会
員
の
承
認
に
関
す
る
件

　
　

第
七
号
議
案　

審
査
会
員
の
承
認
に
関
す
る
件

四
、
閉
会
の
こ
と
ば

第
一
号
議
案　

 

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画（
案
）

に
関
す
る
件

Ⅰ　

書
道
普
及
振
興
事
業
（
公
益
目
的
事
業 

１
）

　

一　

展
覧
会
等
の
事
業

　

	　

本
会
は
、
出
展
作
品
の
審
査
を
行
う
公
募
展
で
あ
る

中
日
書
道
展
を
企
画
運
営
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来

よ
り
、
書
道
文
化
の
普
及
発
展
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と

は
周
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
初
心
者
、

若
年
層
お
よ
び
地
域
の
書
道
愛
好
家
の
た
め
に
、
こ
れ

に
ふ
さ
わ
し
い
書
道
展
の
開
催
も
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
本
会
で
は
、
中
日
書
き
ぞ
め
展
、
一

宮
支
部
学
生
展
、
半
田
支
部
学
生
書
道
展
、
西
三
河
支

部
学
生
展
を
出
展
作
品
審
査
を
行
う
公
募
展
と
し
て
開

催
す
る
。

　

	　

ま
た
、
書
道
芸
術
の
発
展
の
た
め
に
は
、
書
の
技
量

の
上
達
だ
け
で
な
く
、
書
に
関
す
る
幅
広
い
教
養
の
習

得
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
本
会
で
は
、
書
道
教

育
研
修
会
、
公
開
講
座
、
講
演
会
、
研
修
会
を
実
施
す

る
。

　

⑴　

中
部
日
本
書
道
会
第
六
十
六
回
中
日
書
道
展

　
　
　

会
期　

平
成
二
十
八
年
六
月
七
日
～
二
十
六
日

　
　
　

会
場　

	

愛
知
県
美
術
館
・
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
栄
・

名
古
屋
市
博
物
館
・
電
気
文
化
会
館

　

⑵　

第
六
十
七
回
中
日
書
き
ぞ
め
展

　
　
　

会
期　

平
成
二
十
九
年
三
月
十
九
日
～
二
十
日
（
予
定
）

　
　
　

会
場　

ナ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク　

ア
ト
リ
ウ
ム
（
予
定
）

　

⑶　

中
日
支
部
学
生
書
道
展

　
　
　

第
四
十
五
回
一
宮
支
部
学
生
書
道
展

　
　
　

会
期　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日

　
　
　

会
場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
五
十
二
回
半
田
支
部
学
生
書
道
展

　
　
　

会
期　

平
成
二
十
八
年
七
月

　
　
　

会
場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁
宿
ホ
ー
ル
）

　
　
　

第
四
十
九
回
西
三
河
学
生
書
道
展

　
　
　

会
期　

平
成
二
十
八
年
七
月
八
日
～
十
日

　
　
　

会
場　

岡
崎
市
美
術
館

　

⑷　

第
二
十
八
回
書
道
教
育
研
修
会

　
　
　

日
時　

平
成
二
十
八
年
十
月
十
日

　
　
　

会
場　

名
古
屋
国
際
セ
ン
タ
ー

　

⑸　

第
二
十
回
公
開
講
座

　
　
　

日
時　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
六
日

　
　
　

会
場　

電
気
文
化
会
館
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

　

⑹　

講
演
会

　
　
　

	

本
部
（
二
十
九
年
二
月
）、	

一
宮
（
二
十
九
年
二
月
）、	

半
田
（
二
十
九
年
三
月
）、
東
三
河
（
七
月
）、	

西
三
河
（
二
十
九
年
三
月
）、
濃
飛
（
七
月
）、	

岐
阜
（
五
月
）

　

⑺　

研
修
会
・
講
習
会

　
　
　

	

半
田
（
十
一
月
）、
東
三
河
（
十
月
）、	

中
南
勢
（
五
月
）、
岐
阜
（
十
一
月
）

　

⑻　

支
部
公
開
講
座

　
　
　

半
田　

十
月

　
　
　

会
場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

Ⅱ　

福
祉
事
業
（
公
益
目
的
事
業 

２
）

　

	　

本
会
で
は
、
従
来
よ
り
社
会
福
祉
法
人
へ
の
募
金
に

よ
る
社
会
事
業
へ
の
協
力
奉
仕
を
行
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
本
年
度
も
、
会
員
の
う
ち
有
志
か
ら
募
金
を
募
り
、

社
会
福
祉
法
人
中
日
新
聞
社
会
事
業
団
お
よ
び
社
会
福

祉
法
人
東
海
テ
レ
ビ
福
祉
文
化
事
業
団
に
寄
付
を
お
こ

な
う
。

　

⑴　

二
〇
一
六
年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
愛
の
募
金

　
　
　
　

―
し
あ
わ
せ
薄
い
人
々
に
愛
の
手
を
―

　
　
　

期
間　

平
成
二
十
八
年
十
月
～
十
二
月

Ⅲ　

そ
の
他
の
事
業
（
相
互
扶
助
等
事
業
）

　

	　

本
会
は
、
出
展
作
品
の
審
査
を
行
わ
な
い
公
募
展
及

び
会
員
向
け
書
道
展
と
し
て
、
壽
書
展
及
び
各
支
部
に

お
い
て
支
部
展
・
支
部
選
抜
展
を
行
う
。

　

	　

ま
た
、
会
員
を
対
象
と
し
て
、
本
部
講
演
会
を
開
催

し
て
、
会
員
の
資
質
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

	　

支
部
に
お
い
て
は
、
会
員
向
け
講
習
会
・
講
演
会
を

行
い
支
部
会
員
の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

	　

こ
の
ほ
か
、
本
会
で
は
会
員
の
研
鑽
・
資
質
向
上
の

た
め
、
本
部
お
よ
び
各
支
部
に
お
い
て
記
念
事
業
、
研

究
研
修
会
、
研
修
旅
行
を
行
う
。

　

	　

会
員
の
福
利
厚
生
の
た
め
に
、
必
要
と
す
る
事
業
を

行
う
。

　

⑴　

	

出
展
作
品
の
審
査
を
行
わ
な
い
公
募
展
及
び
会
員

向
け
展
覧
会

　
　

①　

第
二
十
五
回
記
念
寿
書
展

　
　
　
　

会
期　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
一
日
～
六
日

　
　
　
　

会
場　

電
気
文
化
会
館

　
　

②　

支
部
展
・
支
部
選
抜
展

　
　
　
　

第
六
十
二
回
一
宮
支
部
展

　
　
　
　

会
期　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日
～
二
十
七
日

　
　
　
　

会
場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

第
五
十
回
記
念
半
田
支
部
展

　
　
　
　

会
期　
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
五
日
～
二
十
六
日

　
　
　
　

会
場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁
宿
ホ
ー
ル
）

　
　
　
　

第
四
十
九
回
西
三
河
支
部
会
員

　
　
　
　

会
期　

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
～
三
月
五
日

　
　
　
　

会
場　

刈
谷
市
美
術
館

　
　
　
　

東
三
河
支
部
四
十
周
年
記
念
展

　
　
　
　

会
期　
平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
八
日
～
七
月
三
日

　
　
　
　

会
場　

豊
橋
市
美
術
博
物
館

　
　
　
　

東
三
河
支
部
選
抜
展

　
　
　
　

会
期　

平
成
二
十
九
年
二
月

　
　
　
　

会
場　

豊
橋
市
民
文
化
会
館

　
　
　
　

濃
飛
支
部
展

　
　
　
　

会
期　

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日
～
三
日

　
　
　
　

会
場　

中
津
川
市
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

北
勢
支
部
展

　
　
　
　

会
期　

平
成
二
十
八
年
七
月
十
五
日
～
十
七
日

　
　
　
　

会
場　

四
日
市
市
文
化
会
館

　
　
　
　

第
三
十
回
中
南
勢
支
部
展

　
　
　
　

会
期　
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
八
日
～
三
十
一
日

　
　
　
　

会
場　

三
重
県
美
術
館

　
　
　
　

岐
阜
支
部
展

　
　
　
　

会
期　

平
成
二
十
八
年
九
月

　
　
　
　

会
場　

岐
阜
市
民
会
館

　

⑵　

講
演
会

　
　
　

北
勢
（
十
一
月
）、
中
南
勢
（
十
月
）

　

⑶　

講
習
会

　
　
　

北
勢
（
二
十
九
年
二
月
）

　

⑷　

研
究
会

　
　
　

西
三
河
（
二
十
九
年
三
月
）

　

⑸　

研
修
会

　
　
　

	

本
部
（
史
跡
探
訪
研
修
旅
行
他
・
八
月
）、	

一
宮
（
十
月
）、
半
田
（
十
一
月
）、	

西
三
河
（
十
月
）、
東
三
河
（
十
月
）、	

濃
飛
（
十
月
）、
北
勢
（
十
一
月
）、

　

⑹　

福
利
厚
生
事
業

　
　
　

①
塾
総
合
保
険

　
　
　

②
会
員
交
流
会

　

⑺　

老
人
会
色
紙
贈
呈

　
　
　

	

半
田
支
部
に
お
い
て
は
、
例
年
、
地
域（
半
田
市
・

阿
久
比
町
・
東
浦
町
・
武
豊
町
・
美
浜
町
・
南
知

多
町
）
の
老
人
会
に
対
し
て
色
紙
を
贈
呈
し
て
敬

老
の
意
を
表
し
て
い
る
。

　
　
　

期
日　

平
成
二
十
八
年
八
月

　

⑻　

	

そ
の
他
各
種
事
業

　
　
　

①
書
道
に
関
す
る
調
査
研
究
お
よ
び
発
表

　
　
　

②
書
道
教
育
者
の
推
薦
書
お
よ
び
看
板
の
交
付

　
　
　

③
外
国
研
修
旅
行
補
助

　
　
　

④
組
織
拡
大
事
業

　
　
　
　

・
会
員
章
（
門
章
・
襟
章
）
の
交
付

　
　
　

⑤
広
報
活
動
事
業

　
　
　
　

・
中
日
会
報
・
支
部
会
報
の
発
行

　
　
　
　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供

　
　
　

⑥
資
料
文
献
収
集
保
存
事
業

　
　
　

⑦
書
道
功
労
者
等
顕
彰
事
業

　
　
　

⑧
そ
の
他



科
　
　
目

2８年
度

予
算
額
（
Ａ
）

2₇年
度

予
算
額
（
B
）

増
　
減

（
Ａ
）
－
（
Ｂ
）

説
　
　
明

円
円

円
Ⅰ
　
事
業
活
動
収
支
の
部

　
1
．
事
業
活
動
収
入

	
①
	基
本
財
産
運
用
収
入

	
	
1
	基
本
財
産
利
息
収
入

₇3，500
₇，500

₆₆，000
3000万

×
0.35％

×
0.7

	
②
	特
定
資
産
運
用
収
入

	
	
1
	特
定
資
産
利
息
収
入

250，000
19，000

231，000
5600万

×
0.025％

、
国
債
利
息

	
③
	会

費
収

入
	

	
1
	評
議
員
以
上
会
費
収
入

12，93₆，000
12，5８4，000

352，000
評
議
員
以
上
11000円

×
1176人

	
	
2
	正
会
員
会
費
収
入

1８，4８0，000
1８，₇39，000

△
	259，000

正
会
員
7000円

×
2640人

	
	
3
	準
会
員
会
費
収
入

2，₆40，000
2，８₆5，000

△
	225，000

準
会
員
5000円

×
528人

	
	
4
	協
賛
会
員
会
費
収
入

1，150，000
1，125，000

25，000
協
賛
会
員
25000円

×
46件

	
	
	
	
会
費
収
入
計

35，20₆，000
35，313，000

△
	10₇，000

	
④
	事

業
収

入
	

	
1
	寿

書
展
収
入

₇₇0，000
₆８0，000

90，000
3000円

×
200点

、
会
員
外
4000円

×
20点

	
	
2
	支

部
展
収
入

₆，501，500
5，5₆3，000

93８，500
支
部
別
内
訳
参
照

	
	
3
	支
部
学
生
展
収
入

5，₇₇８，000
5，₇55，000

23，000
支
部
別
内
訳
参
照

	
	
4
	支
部
選
抜
展
収
入

3₇5，000
300，000

₇5，000
支
部
別
内
訳
参
照

	
	
5
	支
部
研
修
会
収
入

2，23₆，000
2，2₆1，000

△
	25，000

支
部
別
内
訳
参
照

	
	
₆
	支
部
講
習
会
収
入

200，000
1₆0，000

40，000
支
部
別
内
訳
参
照

	
	
₇
	書
道
教
育
者
推
薦
教
室
看
板
料

100，000
100，000

0
25000円

×
4件

	
	
８
	塾
総
合
保
険
料

350，000
350，000

0
	

	
9
	会
員
交
流
収
入

300，000
300，000

0
3000円

×
100人

	
	
10	公

開
講
座
参
加
料

300，000
300，000

0
2000円

×
150人

	
	
11	書

道
教
育
研
修
参
加
料

₇5，000
₇5，000

0
3000円

×
100人

（
有
料
25人

）
	

	
12	中

日
展
収
入

4８，055，000
4８，24₇，000

△
	192，000

中
日
展
収
入
内
訳
参
照

	
	
13	中

日
書
き
ぞ
め
展
収
入

5，８24，000
5，８24，000

0
400円

×
16000点

（
整
理
費
割
引
）

	
	
14	愛

の
募
金
収
入

4，500，000
4，500，000

0
	

	
15	本

部
祝
賀
会
収
入

15，500，000
1₆，500，000

△
	1，000，000

	
	
16	支

部
祝
賀
会
収
入

2，₆29，000
2，2₇0，000

359，000
支
部
別
内
訳
参
照

	
	
	
	
事
業
収
入
計

93，493，500
93，1８5，000

30８，500
	

⑤
	寄

付
金

収
入

	
	
1
	寄

付
金
収
入

0
0

0
	

⑥
	雑

収
入

	
	
1
	普
通
預
金
受
取
利
息

1，500
1，500

0
	

	
2
	会
員
名
簿
広
告
料
収
入

0
900，000

△
	900，000

27・
28年

度
発
行

	
	
3
	宛
名
ラ
ベ
ル
発
行
手
数
料
収
入

400，000
400，000

0
	

	
4
	負

担
金
収
入

345，000
95，000

250，000
一
宮
　
半
田

	
	
	
	
雑

収
入

計
₇4₆，500

1，39₆，500
△
	₆50，000

事
業
活
動
収
入
計

129，₇₆9，500
129，921，000

△
	151，500

　
2
．
事
業
活
動
支
出

	
①
	事

業
費

支
出

	
	
1
	企画委員を兼務する評議員報酬

1，4８₆，000
1，4８₆，000

0
	

	
2
	臨

時
雇
賃
金

₇₆3，000
₇54，000

9，000
中
日
展
・
寿
展

	
	
3
	報

償
謝

金
1，044，000

1，04８，000
△
	4，000

各
種
謝
礼

	
	
4
	報

償
奨

励
₇，44₇，000

８，044，000
△
	59₇，000

賞
品
代
・
記
念
品
代

	
	
5
	報

償
交

際
559，000

1₆₇，000
392，000

支
部
事
業
交
際
費

	
	
₆
	旅

費
交
通
費

10，3₇₆，000
10，８₆₇，000

△
	491，000

作
業
時
交
通
費
　
バ
ス
　
タ
ク
シ
ー

	
	
₇
	食

糧
費

₇，₇59，300
₆，992，900

₇₆₆，400
作
業
時
食
事

	
	
８
	消

耗
品

費
95₆，100

1，0８₇，000
△
	130，900

	
	
9
	印

刷
製
本
費

9，4８5，000
８，353，₇00

1，131，300
	

	
10	光

熱
水

費
８2，000

８2，000
0

	
	
11	通

信
運
搬
費

1，８9₆，₇00
1，943，₇00

△
	4₇，000

	
	
12	手

数
料

42₇，900
9₆₆，900

△
	539，000

	
	
13	使

用
料

₇，3₆2，000
₆，８2８，000

534，000
会
場
使
用
料
等

	
	
14	消

耗
什
器
備
品
費

100，000
100，000

0
	

	
15	負

担
金

350，000
320，000

30，000
支
部
事
業
支
払
会
費

	
	
16	委

託
料

3，８4₆，000
4，3８0，000

△
	534，000

看
板
作
成
等

	
	
17	寄

託
費

3，８₇0，000
3，８₇0，000

0
愛
の
募
金
に
よ
る
寄
託
　
ほ
か

	
	
18	補

助
助

成
100，000

100，000
0
外
国
研
修
補
助

	
	
19	会

員
交
流
費

5₆₆，000
5₆₆，000

0
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

	
	
20	対

外
広
報
費

₇，519，000
₇，519，000

0
新
聞
　
業
界
紙
広
告

	
	
21	会

議
費

1，８0８，000
1，35８，000

450，000
	

	
22	保

険
料

33₆，500
3８８，000

△
	51，500

塾
保
険

	
	
23	表

装
保
管
料

2，８₆0，000
2，８42，000

1８，000
若
年
層
・
書
き
ぞ
め
表
装
料
等

	
	
24	本

部
祝
賀
会
費

15，500，000
1₆，500，000

△
	1，000，000

	
	
25	支

部
祝
賀
会
費

2，₇5₆，000
2，3₇0，000

3８₆，000
	

	
26	雑

支
出

0
0

0
	

事
業
費
支
出
計

８9，255，500
８８，933，200

322，300
事
業
別
内
訳
参
照

備
　
　
考

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
計

1
評
議
員
会
費

35₇,000
91,000

301,000
115,500

35,000
115,500

₇3,500
4₆5,500

1,554,000
2
正
会
員
会
費

₇5₆,000
3₇８,000

₇₆₆,500
259,000

59,500
21₇,000

210,000
90₆,500

3,552,500
3
準
会
員
会
費

12₇,500
13₇,500

1₇2,500
８5,000

4₇,500
5₇,500

25,000
₆5,000

₇1₇,500
合
　
　
計

1,240,500
₆0₆,500

1,240,000
459,500

142,000
390,000

30８,500
1,43₇,000

5,８24,000

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
計

1
支
部
展
収
入

920,000
1,₇８9,500

1,532,000
9₆0,000

120,000
1₆0,000

420,000
₆00,000

₆,501,500
2
支
部
学
生
展
収
入
1,525,000

1,350,000
2,903,000

0
0

0
0

0
5,₇₇８,000

3
支
部
選
抜
展
収
入

0
0

0
3₇5,000

0
0

0
0

3₇5,000
4
支
部
研
修
会
収
入

８₆0,000
405,000

350,000
0
1₆1,000

2８5,000
0
1₇5,000

2,23₆,000
5
支
部
講
習
会
収
入

0
0

0
200,000

0
0

0
0

200,000
₆
支
部
祝
賀
会
収
入
1,190,000

0
0
3₇８,000

300,000
200,000

2₆1,000
300,000

2,₆29,000
₇
利
息
収
入

0
0

0
0

0
0

0
0

0
８
雑
収
入

95,000
250,000

0
0

0
0

0
0

345,000
合
　
　
計

4,590,000
3,₇94,500

4,₇８5,000
1,913,000

5８1,000
₆45,000

₆８1,000
1,0₇5,000

1８,0₆4,500

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
計

1
支
部
講
演
会
費

131,000
₆3,000

₆８,000
₆0,000

55,000
92,000

1₇4,000
159,000

８02,000
2
支
部
講
習
会
費

0
８4,000

0
230,000

0
₆5,000

0
0

3₇9,000
3
支
部
研
究
会
費

0
0
131,000

0
0

0
0

0
131,000

4
支
部
研
修
費

８₇₆,000
4₇2,000

343,000
100,000

15₆,000
2₇9,000

3₆,000
314,500

2,5₇₆,500
5
支
部
選
抜
展
費

0
0

0
3₇5,000

0
0

0
0

3₇5,000
6
支
部
学
生
展
費

1,８90,000
1,350,000

2,８1₆,000
0

0
0

0
0
₆,05₆,000

7
支
部
展
費

332,000
1,4₆₇,000

1,3８1,000
9₆0,000

1８0,000
1₆9,000

2８₆,000
4８８,000

5,2₆3,000
8
色
紙
展
費

0
129,000

0
0

0
0

0
0

129,000
9
書
道
振
興
事
業
費

350,000
0

0
0

0
0

0
0

350,000
10
周
年
記
念
事
業
費

0
0

0
200,000

0
0

0
0

200,000
11
支
部
祝
賀
会
費

1,190,000
0

0
3₇８,000

300,000
200,000

2８0,000
40８,000

2,₇5₆,000
合
　
　
計

4,₇₆9,000
3,5₆5,000

4,₇39,000
2,303,000

₆91,000
８05,000

₇₇₆,000
1,3₆9,500

19,01₇,500

支
部
別
内
訳

一
宮

半
田

西
三
河

東
三
河

濃
飛

北
勢

中
南
勢

岐
阜

合
計

支
部
事
務
所
費

1,0₆1,500
5₇0,000

930,000
2₇0,000

102,000
200,000

195,000
1,142,500

4,4₇1,000

積
立
金

₇0,000
50,000

300,000
0

0
30,000

0
0

450,000

積
立
金
取
崩

0
0

0
200,000

0
0

0
0

200,000

支
部
収
支
差
額

-₇0,000
21₆,000

5₆,000
-500

-₇0,000
0

1８,500
0

150,000

平
成
28年

度
　
収

平
成
28年

4
月
1
日
か
ら
平
成
29年

3
月
31日
ま
で

公
益
社
団
法
人
　
中
　
部
　
日
　
本
　
書
　
道
　
会

支
　
予
　
算
　
書
（
案
）

中 日 会 報第 180 号 平成28年４月１日 �8

第
二
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度
予
算（
案
）に
関
す
る
件



科
　
　
目

2８年
度

予
算
額
（
Ａ
）

2₇年
度

予
算
額
（
B
）

増
　
減

（
Ａ
）
－
（
Ｂ
）

説
　
　
明

円
円

円
	

②
	管

理
費

支
出

	
	
1
	理
事
監
事
報
酬

2，043，000
2，041，000

2，000
	

	
2
	名
誉
会
長
報
酬

20₇，000
20₇，000

0
	

	
3
	名
誉
副
会
長
報
酬

104，000
104，000

0
	

	
4
	学
術
顧
問
報
酬

413，000
413，000

0
	

	
5
	従
業
員
給
料
手
当

4，８50，000
4，８50，000

0
職
員
給
与
・
賞
与

	
	
₆
	臨

時
雇
賃
金

1，0８0，000
1，0８0，000

0
臨
時
職
員

	
	
₇
	福

利
厚
生
費

120，000
200，000

△
	８0，000

	
	
８
	報

償
謝

金
1，₇８0，000

1，₇05，000
₇5，000

税
理
士
・
司
法
書
士
等

	
	
9
	報

償
奨

励
215，000

115，000
100，000

支
部
賞
品
代
・
記
念
品
代

	
	
10	報

償
交

際
₇11，500

903，000
△
	191，500

慶
弔
等

	
	
11	旅

費
交
通
費

2，₇₇5，000
2，８₇1，000

△
	9₆，000

	
	
12	食

糧
費

1，02₇，000
2，23₇，₆00

△
	1，210，₆00

	
	
13	消

耗
品

費
₆09，000

540，000
₆9，000

	
	
14	印

刷
製
本
費

₇，902，000
10，093，000

△
	2，191，000

会
報
　
会
員
名
簿
は
発
行
ナ
シ

	
	
15	光

熱
水

費
355，000

4₆８，000
△
	113，000

本
部
事
務
所
電
気
、
冷
暖
房

	
	
16	通

信
運
搬
費

2，9８₇，000
3，2₇₆，000

△
	2８9，000

電
話
、
郵
送
料
等

	
	
17	減

価
償
却
費

1₆₆，₇₇9
5₆，452

110，32₇
	

	
18	手

数
料

350，000
39₆，000

△
	4₆，000

	
	
19	事

務
所
賃
料

₆，₆₇₆，000
₆，₆4₆，000

30，000
本
部
事
務
所

	
	
20	使

用
料

1，492，100
1，₆2₆，000

△
	133，900

リ
ー
ス
料
等

	
	
21	消

耗
什
器
備
品
費

200，000
0

200，000
	

	
22	租

税
公

課
25，000

50，000
△
	25，000

市
県
民
税

	
	
23	負

担
金

22₆，000
22₆，000

0
諸
会
費

	
	
24	委

託
料

1，5８5，000
1，5８5，000

0
総
会
等
看
板
、
派
遣
社
員

	
	
25	寄

託
費

50，000
50，000

0
	

	
26	補

助
助

成
33，000

1８，000
15，000

	
	
27	法

定
福

利
８50，000

８00，000
50，000

職
員
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

	
	
28	対

外
広
報
費

330，000
0

330，000
	

	
29	会

議
費

1，434，400
3₇9，200

1，055，200
支
部
幹
部
会

	
	
30	保

険
料

0
0

0
	

	
31	新

聞
図
書
費

42，000
3₇，000

5，000
	

	
32	雑

支
出

0
0

0
	

管
理
費
支
出
計

40，₆3８，₇₇9
42，9₇3，252

△
	2，334，4₇3

管
理
費
目
別
内
訳
参
照

事
業
活
動
支
出
計

129，８94，2₇9
131，90₆，452

△
	2，012，1₇3

事
業
活
動
収
支
差
額

-124，₇₇9
-1，9８5，452

1，８₆0，₆₇3

Ⅱ
　
投
資
活
動
収
支
の
部

　
1
．
投
資
活
動
収
入

	
①
	特
定
資
産
取
崩
収
入

	
	
1
	本
部
記
念
事
業
積
立
金
取
崩

0
0

0
	

	
2
	定
期
預
金
取
崩

2，000，000
0

2，000，000
	

	
3
	名
簿
費
引
当
金
取
崩

0
500，000

△
	500，000

27・
28年

度
用

	
	
4
	支
部
記
念
事
業
積
立
金
取
崩

200，000
30，000

1₇0，000
東
三
河

投
資
活
動
収
入
計

2，200，000
530，000

1，₆₇0，000
　
2
．
投
資
活
動
支
出

	
①
	特
定
資
産
取
得
支
出

	
	
1
	退
職
給
付
引
当
金

₇2，000
₇2，000

0
	

	
2
	本
部
90周

年
記
念
事
業
積
立
金

400，000
400，000

0
（
平
成
36年

）
	

	
3
	設
備
拡
充
資
金
積
立
金

50，000
50，000

0
	

	
4
	支
部
記
念
事
業
積
立
金

450，000
430，000

20，000
一
宮
　
半
田
　
西
三
河
　
北
勢

	
	
5
	名
簿
費
引
当
金

500，000
0

500，000
29・

30年
度
用

	
②
	固
定
資
産
取
得
支
出

	
	
1
	什
器
備
品
取
得
支
出

2，000，000
0

2，000，000
10万
円
以
上
備
品
　
マ
ー
ク
シ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

投
資
活
動
支
出
計

3，4₇2，000
952，000

2，520，000
投
資
活
動
収
支
差
額

-1，2₇2，000
-422，000

△
	８50，000

Ⅲ
　
財
務
活
動
収
支
の
部

　
1
．
財
務
活
動
収
入

0
0

0
借
入
金

　
2
．
財
務
活
動
支
出

0
0

0
返
済

財
務
活
動
収
支
差
額

0
0

0

	
予

備
費

支
出

300，000
300，000

0
	

当
期
収
支
差
額

-1，₆9₆，₇₇9
-2，₇0₇，452

1，010，₆₇3
	

前
期
繰
越
収
支
差
額

₆，213，334
4，₇₆9，210

1，444，124
	

次
期
繰
越
収
支
差
額

4，51₆，555
2，0₆1，₇5８

2，454，₇9₇
（
注
）
	こ
の
収
支
予
算
書
は
「
公
益
法
人
会
計
に
お
け
る
内
部
管
理
事
項
に
つ
い
て
」（
平
成
17年

3
月
23日

公
益
法
人
等
の
指
導
監
督
等
に
関

す
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
幹
事
会
申
合
せ
）
の
記
載
の
様
式
に
よ
っ
て
い
る
。

備
　
　
考

中
日
展
収
入
内
訳

28年
度
予
算

27年
度
予
算

増
　
減

説
　
　
明

1
審
査
会
員
以
上
出
品
料

15,540,000
15,442,000

9８,000
14000円

×
1110点

2
依
嘱
・
無
鑑
査
出
品
料

12,₆00,000
12,₆00,000

0
12000円

×
1050点

3
一
科
出
品
料

８,₇30,000
８,₇30,000

0
9000円

×
9₇0点

4
二
科
出
品
料

5,110,000
5,₆00,000

△
	490,000

₇000円
×
₇30点

5
若
年
層
出
品
料

3,050,000
2,８50,000

200,000
5000円

×
₆10点

6
入
場
料

255,000
255,000

0
300円

×
８50名

7
入
賞
目
録

₆0,000
₆0,000

0
200円

×
300部

8
社
中
広
告
料

1,８00,000
1,８00,000

0
40000円

×
45件

9
協
賛
店
広
告
料

910,000
910,000

0
35000円

×
2₆件

合
　
　
計

4８,055,000
4８,24₇,000

△
	192,000

事
業
別
内
訳

28年
度
予
算

27年
度
予
算

増
　
減

説
　
　
明

1
寿
書
展
費

1,₇13,000
1,190,000

523,000
2
講
演
会
費

9₇9,000
940,000

39,000
支
部
は
支
部
別
内
訳
参
照

3
支
部
講
習
会
費

3₇9,000
3₇9,000

0
支
部
別
内
訳
参
照

4
支
部
研
究
会
費

131,000
9₆,000

35,000
支
部
別
内
訳
参
照

5
支
部
研
修
会
費

2,5₇₆,500
2,₆41,₇00

△
	65,200

支
部
別
内
訳
参
照

6
支
部
選
抜
展
費

3₇5,000
300,000

₇5,000
支
部
別
内
訳
参
照

7
支
部
学
生
展
費

₆,05₆,000
₆,014,000

42,000
支
部
別
内
訳
参
照

8
支
部
展
費

5,2₆3,000
4,₆45,500

₆1₇,500
支
部
別
内
訳
参
照

9
色
紙
展
費

129,000
133,000

△
	4,000

支
部
別
内
訳
参
照

10
書
道
教
育
研
修
費

₇₇2,000
₇₇2,000

0
11
外
国
研
修
補
助
費

100,000
100,000

0
12
功
労
者
等
顕
彰
費

335,000
335,000

0
13
書
道
教
育
者
養
成
費

100,000
100,000

0
教
室
看
板

14
塾
総
合
保
険
事
業
費

31₆,000
3₆₆,000

△
	50,000

15
史
跡
探
訪
費

1,0₇5,000
1,105,000

△
	30,000

16
書
道
普
及
事
業
費

2,009,000
2,31８,000

△
	309,000

企
画
委
員
会

17
書
道
振
興
事
業
費

1,4₆1,000
320,000

1,141,000
本
部
　
一
宮

18
記
念
事
業
費

200,000
1,111,000

△
	911,000

東
三
河

19
情
報
提
供
事
業

2₆８,000
₇4₇,000

△
	4₇9,000

サ
イ
ト
運
営

20
調
査
研
究
費

30,000
30,000

0
21
資
料
収
集
費

₆0,000
₆0,000

0
22
公
開
講
座
費

534,000
₆55,000

△
	121,000

23
中
日
展
費

35,105,000
34,₇34,000

3₇1,000
24
中
日
書
き
ぞ
め
展
費

₆,0８9,000
₆,02₇,000

₆2,000
25
愛
の
募
金
費

4,313,000
4,313,000

0
26
会
員
交
流
費

₆31,000
₆31,000

0
27
本
部
祝
賀
会
費

15,500,000
1₆,500,000

△
	1,000,000

28
支
部
祝
賀
会
費

2,₇5₆,000
2,3₇0,000

386,000
支
部
別
内
訳
参
照

合
　
　
計

８9,255,500
８８,933,200

322,300

管
理
費
目
別
内
訳

28年
度
予
算

27年
度
予
算

増
　
減

説
　
　
明

1
会
議
費

4,531,000
4,951,000

△
	420,000

　（
1）
₆
月
総
会

1,904,000
1,9８9,000

△
	８5,000

　（
2）
5
月
理
事
会

1,3₆5,000
1,243,000

122,000
　（
3）
2
月
理
事
・
評
議
員
会

1,2₆2,000
1,₇19,000

△
	45₇,000

2
事
務
局
費

25,８₆0,000
24,239,452

1,₆20,54８
3
支
部
事
務
所
費

4,4₇1,000
4,42８,８00

42,200
支
部
別
一
覧
参
照

4
慶
弔
費

310,000
410,000

△
	100,000

見
舞
金
等

5
会
報
費

5,2８0,000
₆,900,000

△
	1,₆20,000

年
4
回
発
行

6
名
簿
費

20,000
2,044,000

△
	2,024,000

27・
28年

度
発
行

合
　
　
計

40,4₇2,000
42,9₇3,252

△
	2,501,252

事
業
及
び
管
理
合
計

129,727,500
131,906,452

△
	2,178,952

中 日 会 報平成28年４月１日 第 180 号�9



科
目

公
益
目
的
事
業
会
計

収
益
事
業
等
会
計
法
人
会
計

合
計

備
考

公
1

公
2

他
1

円
円

円
円

円
Ⅰ
　
一
般
正
味
財
産
増
減
の
部

（
1）	経

常
収

益
①
	基
本
財
産
運
用
収
入

₇3,500
0

0
0

₇3,500
基
本
財
産
運
用
収
入

₇3,500
₇3,500

3000万
×
0.35％

×
0.7

②
	特
定
資
産
運
用
収
入

250,000
0

0
0

250,000
特
定
資
産
運
用
収
入

250,000
250,000

5600万
×
0.025％

、
国
債
利
息

③
	会

費
収

入
1₇,₆03,000

0
14,0８2,400

3,520,₆00
35,20₆,000

評
議
員
以
上
会
費
収
入

₆,4₆８,000
5,1₇4,400

1,293,₆00
12,93₆,000

評
議
員
以
上
11000円

×
1176人

正
会
員
会
費
収
入

9,240,000
₇,392,000

1,８4８,000
1８,4８0,000

正
会
員
7000円

×
2640人

準
会
員
会
費
収
入

1,320,000
1,05₆,000

2₆4,000
2,₆40,000

準
会
員
5000円

×
528人

協
賛
会
員
会
費
収
入

5₇5,000
4₆0,000

115,000
1,150,000

協
賛
会
員
25000円

×
46件

④
	事

業
収

益
59,95₇,000

4,500,000
29,03₆,500

0
93,493,500

寿
書

展
収

入
₇₇0,000

₇₇0,000
3000円

×
200点

、
会
員
外
4000円

×
20点

支
部

展
収

入
₆,501,500

₆,501,500
支
部
別
内
訳
参
照

支
部
学
生
展
収
入

5,₇₇８,000
5,₇₇８,000

支
部
別
内
訳
参
照

支
部
選
抜
展
収
入

3₇5,000
3₇5,000

支
部
別
内
訳
参
照

支
部
研
修
会
収
入

2,23₆,000
2,23₆,000

支
部
別
内
訳
参
照

支
部
講
習
会
収
入

200,000
200,000

支
部
別
内
訳
参
照

書
道
教
育
者
推
薦
教
室
看
板
料

100,000
100,000

25000円
×
4
件

塾
総
合
保
険
料

350,000
350,000

会
員
交
流
会
収
入

300,000
300,000

3000円
×
100人

公
開
講
座
参
加
料

300,000
300,000

2000円
×
150人

書
道
教
育
研
修
参
加
料

₇5,000
₇5,000

3000円
×
100人

（
有
料
25人
）

中
日

展
収

入
4８,055,000

4８,055,000
中
日
展
収
入
内
訳
参
照

中
日
書
き
ぞ
め
展
収
入

5,８24,000
5,８24,000

400円
×
16000点

（
整
理
費
差
引
）

愛
の
募
金
収
入

4,500,000
4,500,000

本
部
祝
賀
会
収
入

15,500,000
15,500,000

支
部
祝
賀
会
収
入

2,₆29,000
2,₆29,000

支
部
別
内
訳
参
照

⑤
	寄

付
金

収
入

0
0

0
0

0
寄

付
金

収
入

0
⑥
	雑

収
入

0
0

0
₇4₆,500

₇4₆,500
普
通
預
金
受
取
利
息

1,500
1,500

会
員
名
簿
広
告
料
収
入

0
0
27・

28年
度
発
行

宛
名
ラ
ベ
ル
発
行
手
数
料
収
入

400,000
400,000

負
担

金
収

入
345,000

345,000
一
宮
・
半
田

経
常

収
益

計
₇₇,８８3,500

4,500,000
43,11８,900

4,2₆₇,100
129,₇₆9,500

（
2）	経

常
費

用
0

理
事
監
事
報
酬

2,043,000
2,043,000

名
誉
会
長
報
酬

20₇,000
20₇,000

名
誉
副
会
長
報
酬

104,000
104,000

学
術
顧
問
報
酬

413,000
413,000

企
画
委
員
を
兼
務
す
る
評
議
員
報
酬

1,33₇,400
14８,₆00

1,4８₆,000
従
業
員
給
料
手
当

3,８８0,000
4８5,000

4８5,000
4,８50,000

職
員
給
与
・
賞
与

臨
時

雇
賃

金
1,₆5８,₇00

1８4,300
1,８43,000

中
日
展
・
寿
展

収
支
予
算
書

（
損
益
計
算
ベ
ー
ス
か
つ
事
業
別
に
区
分
し
た
も
の
）

平
成
28年

4
月
1
日
か
ら
平
成
29年

3
月
31日
ま
で

公
益
社
団
法
人
　
中
　
部
　
日
　
本
　
書
　
道
　
会

報
償

謝
金

2,８24,000
2,８24,000

各
種
謝
礼
／
税
理
士
・
司
法
書
士
等

報
償

奨
励

₆,８95,８00
₇₆₆,200

₇,₆₆2,000
賞品代・記念品代／支部賞品代・記念品代

報
償

交
際

₆35,250
₆35,250

1,2₇0,500
支
部
事
業
交
際
費
／
慶
弔
等

旅
費

交
通

費
10,520,８00

2,₆30,200
13,151,000

食
糧

費
₇,029,040

1,₇5₇,2₆0
８,₇８₆,300

消
耗

品
費

1,252,0８0
313,020

1,5₆5,100
印

刷
製

本
費

10,33₇,000
₆00,000

₆,450,000
1₇,3８₇,000

会
報
そ
の
他

光
熱

水
費

349,₆00
43,₇00

43,₇00
43₇,000

本
部
事
務
所
電
気
、
冷
暖
房

通
信

運
搬

費
4,395,330

4８８,3₇0
4,８８3,₇00

電
話
、
郵
送
料
等

手
数

料
₇00,110

₇₇,₇90
₇₇₇,900

事
務

所
賃

料
5,340,８00

₆₆₇,₆00
₆₆₇,₆00

₆,₆₇₆,000
本
部
事
務
所

使
用

料
₇,0８3,2８0

1,₇₇0,８20
８,８54,100

会
場
使
用
料
等
／
会
議
室

消
耗
什
器
備
品
費

240,000
₆0,000

300,000
負

担
金

5₇₆,000
5₇₆,000

支
部
事
業
支
払
会
費
／
諸
会
費

委
託

料
4,344,８00

1,0８₆,200
5,431,000

看
板
作
成
等
／
総
会
等
看
板

寄
託

費
3,920,000

3,920,000
愛
の
募
金
に
よ
る
寄
託
　
ほ
か

補
助

助
成

133,000
133,000

外
国
研
修
補
助

法
定

福
利

₆８0,000
８5,000

８5,000
８50,000

職
員
社
会
保
険
、
雇
用
保
険

福
利

厚
生

費
9₆,000

12,000
12,000

120,000
租

税
公

課
25,000

25,000
市
県
民
税

減
価

償
却

費
133,425

1₆,₆₇₇
1₆,₆₇₇

1₆₆,₇₇9
備
品

会
員

交
流

費
5₆₆,000

5₆₆,000
会
員
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

本
部
祝
賀
会
費

15,500,000
15,500,000

支
部
祝
賀
会
費

2,₇5₆,000
2,₇5₆,000

会
議

費
2,593,920

₆4８,4８0
3,242,400

対
外

広
報

費
₆,2₇9,200

1,5₆9,８00
₇,８49,000

新
聞
業
界
紙
広
告

保
険

料
33₆,500

33₆,500
塾
保
険

表
装

保
管

料
2,2８８,000

5₇2,000
2,８₆0,000

若
年
層
表
装
料
等

新
聞

図
書

費
42,000

42,000
経

常
費

用
計

₇８,0₇0,535
4,520,000

43,201,₇₆₇
4,101,9₇₇

129,８94,2₇9
当
期
経
常
増
減
額
△
 1８₇,035

△
 20,000

△
 ８2,８₆₇

1₆5,123
△
 124,₇₇9

 2．
経
常
外
増
減
の
部

0
（
1）	経

常
外

収
益

0
経

常
外

収
益

計
0

（
2）	経

常
外

費
用

0
経

常
外

費
用

計
0

当
期
経
常
外
増
減
額

0
他

会
計

振
替

額
0

当
期
一
般
正
味
財
産
増
減
額
△
 1８₇,035

△
 20,000

△
 ８2,８₆₇

1₆5,123
△
 124,₇₇9

一
般
正
味
財
産
期
首
残
高

92,2８9,155
平
成
27年

3
月
31日

残
高

一
般
正
味
財
産
期
末
残
高

92,1₆4,3₇₆

Ⅱ
　
指
定
正
味
財
産
増
減
の
部

0
一
般
正
味
財
産
へ
の
振
替
額

0
当
期
指
定
正
味
財
産
増
減
額

0
指
定
正
味
財
産
期
首
残
高

30,000,000
平
成
27年

3
月
31日

残
高

指
定
正
味
財
産
期
末
残
高

30,000,000

Ⅲ
　
正
味
財
産
期
末
残
高

122,1₆4,3₇₆
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第
七
号
議
案

　

審
査
会
員
の
承
認
に
関
す
る
件

	

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
展

覧
会
開
催
規
定
第
九
条
の
規
定
に
よ

り
、
左
記
の
者
を
審
査
会
員
と
し
て

の
委
嘱
の
承
認
を
求
め
る
。

こ
の
承
認
は
平
成
二
十
八
年
四
月
一

日
付
け
と
す
る
。

※	

第
五
号
議
案
に
て
、
左
記
の
二
科
審
査

会
員
と
し
て
承
認
さ
れ
た
者
は
評
議

員
と
し
て
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

◦
一
科
審
査
会
員

　

第
一
部
（
四
十
名
）

相
川　

千
涯　
　

阿
部　

卓
城

荒
木　

泉
蓉　
　

安
藤　

美
泉

伊
藤　

美
扇　
　

梅
村　

彩
香

塩
谷　

秀
蘭　
　

大
木　

青
嵐

大
野　

樹
抱　
　

奥
田　

蘭
庭

奥
村　

朱
華　
　

尾
嵜　

紫
光

小
澤　

佳
路　
　

片
原　

秀
園

北
岡　

青
　
　

倉
橋　

華
仙

厨　
　

柳
青　
　

後
藤　

光
飛

近
藤　

継
華　
　

庄
田　

華
鳳

白
木　

紫
香　
　

鈴
木　

静
香

髙
﨑　

鳴
琴　
　

竹
内　

清
泉

都
筑　

聖
園　
　

角
田　

紫
菀

戸
崎　

翠
虹　
　

中
川　

瑞
玉

中
村　

曽
南　
　

新
美　

秋
鳳

萩
野　

湖
翠　
　

林　
　

天
翔

原　
　

霞
扇　
　

藤
田　

寒
樹

松
崎　

青
漣　
　

三
浦　

景
波

宮
部　

采
蓮　
　

毛
利　

暁
草

森　
　

政
子　
　

吉
田　

桃
花

　

第
二
部
（
九
名
）

久
徳　

蓬
香　
　

小
島　

瑞
月

鈴
木
真
理
子　
　

清
木
美
智
子

田
村　

泉
舟　
　

津
田　

壽
美

萩
原　

祐
子　
　

本
田　

煌
雲

三
宅　

杞
璋

　

第
三
部
（
十
名
）

浅
野　

芳
柳　
　

伊
高　

美
秀

川
本　

大
幽　
　

権
田　

節
子

坂
本　

美
薔　
　

平
岩　

美
風

夫
馬　

春
園　
　

松
元　

彩
華

水
野　

泉
美　
　

山
口
志
奈
子

　

第
四
部
（
六
名
）

鵜
飼　

冠
山　
　

加
藤　

夕
堤

小
島　

初
美　
　

小
玉　

太
貫

鈴
木　

容
華　
　

物
部　

浩
子

　

第
五
部
（
四
名
）

太
田　

朴
仙　
　

田
中　

修
文

松
久　

明
博

◦
二
科
審
査
会
員

　

第
一
部
（
五
十
一
名
）

荒
川　

璃
華　
　

石
川　

明
加

伊
藤　

草
華　
　

今
井　

静
渕

岩
越　

勝
子　
　

江
川　

翠
苑

川
崎　

清
吟　
　

川
出　

泉
麗

河
原
﨑
坡
青　
　

岸
田　

松
峰

清
沢　

華
舟　
　

近
藤　

青
洮

櫻
木　

吟
對　
　

笹
本　

汀
風

佐
藤　

清
華　
　

四
井　

静
華

柴
田　

桃
花　
　

鈴
木　

葵
風

鈴
木　

芳
春　
　

鈴
木　

悠
水

関
谷　

蒼
玄　
　

瀬
古　

麗
峰

世
古
口
玉
扇　
　

滝
本　

白
峰

竹
田　

景
汀　
　

武
田　

優
璽

田
中　

千
翠　
　

中
村　

美
舟

南
原　

宏
風　
　

西
垣　

美
茜

丹
羽　

清
郷　
　

馬
場　

美
風

早
川　

杏
花　
　

藤
澤　

秋
嶺

藤
野　

秀
代　
　

間
瀬　

麗
雪

松
岡　

永
律　
　

松
下　

三
雪

松
田　

秋
芳　
　

松
本　

紅
華

光
澤　

閑
石　
　

望
月　

希
彩

森　
　

清
湖　
　

矢
島　

秀
漣

山
内　

香
霖　
　

山
内　

山
抱

山
口　

蕙
世　
　

山
田　

紅
照

山
田　

青
舫　
　

山
本　

光
慶

渡
辺　

玉
苑

　

第
二
部
（
八
名
）

今
枝　

節
峰　
　

大
江　

峯
子

大
谷　

素
子　
　

熊
崎　

北
咏

服
部
美
枝
子　
　

水
野
さ
と
子

宮
原　

玲
舟　
　

森
川　

松
恵

　

第
三
部
（
十
七
名
）

秋
松　

秀
玲　
　

荒
川　

清
香

大
塚　

裕
子　
　

齋
藤　

翠
苑

佐
藤　

緑
風　
　

式
守　

白
萩

重
見　

梢
玉　
　

谷
利　

紫
鳳

對
馬　

紫
邑　
　

寺
澤　

景
星

丹
羽　

彩
霞　
　

花
井　

清
水

伴　
　

晋
水　
　

廣
澤　

光
雪

福
谷　

紅
華　
　

水
野　

美
千

吉
田　

香
雪

　

第
四
部
（
四
名
）

近
藤　

宏
子　
　

角
谷　

弘
子

都
築　

心
扇　
　

半
田　

博
子

　

第
五
部
（
四
名
）

浅
野　

春
泉　
　

真
田　

九
龍

為
水　
　

剛　
　

永
谷
加
代
子

第
六
号
議
案

　

正
会
員
の
承
認
に
関
す
る
件

　
	

公
益
社
団
法
人
中
部
日
本
書
道
会
定

款
第
五
条
一
号
に
よ
り
、
左
記
の
者

を
正
会
員
と
し
て
の
承
認
を
求
め
る
。

　

	
こ
の
承
認
は
平
成
二
十
八
年
四
月
一

日
付
け
と
す
る
。

◦
第
一
部
（
一
二
三
名
）

青
山　

和
生　
　

秋
田　

花
泉

秋
田　

清
芳　
　

在
藤　

花
昌

飯
塚　

珠
穂　
　

池
田　

翠
恵

石
川　

玲
香　
　

磯
村　

小
園

伊
藤　

玉
燕　
　

伊
藤　

春
水

伊
藤
真
由
子　
　

伊
藤　

悠
石

伊
藤　

涼
子　
　

稲
田　

清
婉

稲
吉　

邦
子　
　

井
本
ゆ
か
り

岩
田
久
美
子　
　

上
杉
多
賀
子

榎
本　

朋
子　
　

大
石　

将
広

大
津　

翠
影　
　

奥
村
ま
ゆ
み

奥
村
真
夕
美　
　

尾
崎　

涼
舟

納
村　

翆
玉　
　

筧　

多
恵
子

笠
井　

智
子　
　

粕
谷　

芳
翠

片
岡　

祥
泉　
　

片
桐　

秀
美

加
藤　

喜
峰　
　

加
藤　

湖
舟

加
藤　

竹
香　
　

加
藤　

文
子

加
納　

豊
樹　
　

壁
谷　

由
美

上
川　

翠
嶺　
　

上
水
流
桜
翠

神
谷　

早
紀　
　

粥
川　

緋
音

川
合　

碩
山　
　

川
浦　

慶
風

川
本　

青
柊　
　

岸　

美
智
子

北
村　

就
可　
　

櫛
田　

恵
翠

桑
原　

和
瑳　
　

鴻
巣　

玉
兔

後
藤　

清
麗　
　

後
藤　

貴
希

後
藤
真
奈
美　
　

小
林　

雪
晨

佐
伯　

節
峰　
　

佐
藤　

明
美

佐
分　

暢
光　
　

澤
田　

麗
香

清
水　

裕
子　
　

杉
浦　

秀
水

鈴
木　

祥
翠　
　

須
田　

静
波

鷲
見　

翔
山　
　

関
根　

玉
翠

多
賀
井
菜
奈　
　

竹
中　

唱
花

武
山　
　

藍　
　

田
崎　

大
秀

柘
植　

真
浪　
　

筒
井　

美
空

堤　
　

帆
菜　
　

坪
井
万
里
子

鶴
見　

蒼
雲　
　

寺
尾　

竹
豊

鳥
井　
　

薫　
　

鳥
潟　

玉
瑛

内
藤　

美
歩　
　

中
神　

紫

長
坂　

麻
衣　
　

中
瀬　

育
世

中
津　

果
歩　
　

中
西　

伸
江

長
畑　

清
楓　
　

中
村　

翠
月

中
森　
　

藍　
　

西
原　

希
美

西
村　

寰
海　
　

丹
羽　

晴
菜

野
田　

花
翆　
　

信
安　

寛
美

野
村　

茉
由　
　

萩
野　

智
司

長
谷
川
光
平　
　

長
谷
川
有
香

服
部　

華
谿　
　

服
部　

文
瑶

花
井　

里
苑　
　

林　
　

節
香

坂
野　
　

幸　
　

東
山　

栄
華

疋
田　

子
規　
　

平
野　

敦
子

平
野　

翠
彩　
　

舟
橋　

緑
楓

紅
林　

芳
琳　
　

本
田　

緑
風

前　

美
由
紀　
　

増
田　

扇
峰

松
井　

桃
美　
　

真
野　

華
翠

丸
井　

千
尋　
　

三
木　

湖
舟

三
須　

和
敬　
　

水
越　

鈴
雪

源
口　

貴
子　
　

三
宅　

麻
美

向
井　

春
草　
　

森　

真
由
美

矢
島　

里
帆　
　

栁
澤　

早
苗

柳
田　

理
栄　
　

矢
野　

棠
里

山
内　

美
優　
　

山
岡　

沙
月

米
田　

啓
子

◦
第
二
部
（
十
六
名
）

阿
部
ひ
ろ
み　
　

安
藤　

香
波

伊
東
富
士
子　
　

大
武　

英
子

川
本　
　

泉　
　

畔
柳　

佳
奈

桒
名　

孝
枝　
　

杉
田　

孝
子

中
田　

明
美　
　

西
尾　

雅
子

西
川　

允
子　
　

野
尻　

紀
子

林　
　

澄
江　
　

本
田
ふ
み
子

水
谷
サ
ト
子　
　

鷲
野　

嘉
子

◦
第
三
部
（
三
十
二
名
）

浅
井　

尚
風　
　

浅
井
登
志
子

浅
本　
　

瞳　
　

天
谷　

結
花

伊
苅　

恭
子　
　

池
田　

朔
月

植
田　

琴
風　
　

大
島　

佑
斗

岡　
　

俊
子　
　

小
川　

順
子

小
栗
圭
太
郎　
　

梶
田　

汐
里

加
藤　

秋
穂　
　

加
藤　

昌
司

神
村
な
な
美　
　

河
村　
　

操

近
藤　

芳
玉　
　

高
橋　

花
柊

田
口
ゆ
か
り　
　

多
田　

祐
子

谷
川
由
希
子　
　

辻　
　

由
起

寺
西　

恒
流　
　

内
藤　

赫
子

中
川　

莉
枝　
　

中
谷　

愛
音

原
野　

佳
子　
　

松
原　

教
雄

御
崎　
　

勲　
　

溝
口
ほ
乃
佳

山
中　

好
輝　
　

横
井　

吟
虹

◦
第
四
部
（
五
名
）

小
泉　

路
子　
　

祖
父
江
賀
代

橋
本
美
恵
子　
　

矢
野　

智
美

横
井　

葉
子

◦
第
五
部
（
十
三
名
）

磯
村　

育
治　
　

長
田　

正
嗣

小
池　

清
子　
　

小
林　

有
希

佐
々
木
清
香　
　

島
田　

英
明

杉
浦　

生
恵　
　

中
野　

麦
愛

中
村　

紀
久　
　

平
林　

和
香

古
田
冨
美
子　
　

増
井　
　

茂

山
内　

昻
波

新
審
査
会
員
・
新
正
会
員
の
承
認

平
成
二
十
七
年
度

　

 
第
四
回
理
事
会 

承
認
事
項

※�

第
三
号
議
案 

資
産
の
運
用
に
関
す
る
件
、
第

四
号
議
案 

諸
規
程
の
制
定
並
び
に
改
定
に
関

す
る
件
は
今
回
の
会
報
に
は
未
記
載
で
す
。
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褒
賞
部
長
　
武
内
峰
敏

　

名
古
屋
に
も
開
花
宣
言
が
発
表
さ
れ
、
三

月
二
十
一
日
（
月
・
振
休
）
の
第
六
十
六
回

中
日
書
き
ぞ
め
展
を
祝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

晴
天
の
日
、
授
賞
式
会
場
デ
ザ
イ
ン
ホ
ー
ル

は
、
笑
顔
の
受
賞
者
と
保
護
者
の
方
々
で
満

席
と
な
り
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
、
伊
藤
昌
石
理
事
長
の
挨
拶
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
受
賞
者
へ
お
祝
い
の
言

葉
、「
は
な
む
け
」
の
由
来
、
第
三
十
一
回

国
民
文
化
祭
あ
い
ち
二
〇
一
六
応
援
事
業
と

盛
り
沢
山
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
団
体
賞
・
文
部
科
学
大
臣
賞
か
ら
理

事
長
賞
ま
で
の
受
賞
者
の
一
人
ひ
と
り
に
舞

台
中
央
で
賞
状
賞
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

式
場
に
は
音
楽
が
流
れ
、
一
時
間
に
わ
た
り

最
後
の
授
与
者
ま
で
お
祝
い
の
拍
手
が
絶
え

る
こ
と
な
く
、
喜
び
で
満
た
さ
れ
ま
し
た
。

　

忙
し
い
中
、
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
企

画
委
員
の
先
生
方
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

中
日
書
き
ぞ
め
展

　
　
授
賞
式
を
終
え
て

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
て

　

こ
の
度
は
、
第
六

十
六
回
中
日
書
き
ぞ

め
展
に
お
き
ま
し
て

栄
え
あ
る
文
部
科
学

大
臣
賞
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

受
賞
の
知
ら
せ
を
い

た
だ
い
た
時
は
、
驚
き

と
喜
び
で
胸
が
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
師
の
温
か
く
丁
寧
な
ご
指
導
の
お
か
げ
で
あ
る
と
心

よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
小
学
一
年
生
の
頃
か
ら
書
道
を
続
け
て
い
て
、

自
分
の
字
を
上
手
だ
と
思
っ
た
時
が
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
実
は
、
私
の
姉
も
書
道
を
習
っ
て
い
ま
す
。
妹

の
私
か
ら
言
う
の
も
何
で
す
が
、
姉
の
字
は
と
て
も
力
強

く
、人
を
引
き
つ
け
る
力
が
あ
る
魂
の
込
も
っ
た
字
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
力
強
さ
は
、
た
く
さ
ん
の
人
達
に
認
め

ら
れ
て
、
素
晴
ら
し
い
賞
を
数
々
取
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
姉
に
比
べ
、
妹
の
私
は
九
年
間
良
い
結
果
を
残
せ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
書
道
に
向
い
て
い
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
と
自
分
の
字
に
、
自
信
を
失
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
、
母
は
私
に
言
い
ま
し
た
。

　
「
萌
ち
ゃ
ん
の
字
は
お
姉
ち
ゃ
ん
に
似
て
る
ね
。
で
も
、

萌
ち
ゃ
ん
の
字
は
自
由
な
感
じ
だ
ね
。」

桜
丘
中
学
校 

三
年
　
石
　
黒
　
萌
　
香

　

母
は
私
の
字
を
一
番
近
く
で
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
す
ご
く
こ
の
言
葉
が
私
に
と
っ
て
頑

張
る
勇
気
を
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
出
来
事
が
あ
っ
た
後
、

私
は
こ
の
作
品
を
書
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
作
品
は
、私
ら
し
く
書
け
た
一
番
の
力
作
で
す
。

こ
の
作
品
が
約
一
万
六
千
分
の
一
と
聞
い
て
、
本
当
に
驚

き
ま
し
た
。

　

中
日
書
き
ぞ
め
展
は
私
に
自
信
を
く
れ
ま
し
た
。
改
め

て
、
審
査
員
の
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
私
ら
し
い
字
を
書
き
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第66回 中日書きぞめ展 授賞式
日時　平成28年 ３ 月21日（月・振休）午後 2 時　　式場　ナディアパーク  ３ 階 デザインホール

　

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
作
品

文部科学大臣賞、各県知事賞ご受賞の方々
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文
部
科
学
大
臣
賞

中
学
三
年　

石
黒　

萌
香

愛
知
県
知
事
賞

高
校
三
年　

石
黒
明
日
香

中
学
二
年　

伊
藤　
　

颯

小
学
四
年　

宮
﨑　

咲
羽

岐
阜
県
知
事
賞

高
校
一
年　

大
竹　

杏
奈

中
学
一
年　

西
垣　

朱
梨

小
学
六
年　

平
本　

啓
恭

三
重
県
知
事
賞

高
校
二
年　

岡
村
実
花
子

小
学
五
年　

稲
垣　

亜
優

小
学
三
年　

波
多
野
熙
秀

名
古
屋
市
長
賞

高
校
二
年　

岩
間　

早
紀

中
学
三
年　

守
山
木
乃
芽

小
学
二
年　

新
井
本
佳
和

愛
知
県
教
育
委
員
会
賞

高
校
三
年　

河
井
亜
津
沙

中
学
一
年　

安
藤　

碧
唯

小
学
六
年　

稲
垣　

入
葉

岐
阜
県
教
育
委
員
会
賞

高
校
一
年　

山
本　

祐
輔

中
学
二
年　

菊
島
恋
優
姫

小
学
四
年　

野
口　

瑞
葵

三
重
県
教
育
委
員
会
賞

中
学
三
年　

祖
父
江
彩
花

中
学
二
年　

西
尾　

友
花

小
学
五
年　

内
田　
　

藍

名
古
屋
市
教
育
委
員
会
賞

高
校
三
年　

熊
﨑　

千
佳

中
学
一
年　

古
怒
田
愛
美

小
学
六
年　

濵
田　

拓
海

中
日
書
道
会
賞

高
校
二
年　

久
保
さ
え
香

高
校
一
年　

深
谷　

侑
以

中
学
三
年　

今
井　

大
地

梶
田　

夕
貴

中
学
二
年　

加
藤　

夢
捺

鈴
木　

瑛
万

中
学
一
年　

川
崎
麗
美
花

小
学
六
年　

伊
藤　

桜
音

小
笠
原
花
菜

小
学
五
年　

丹
羽
美
紗
姫

中
日
新
聞
社
賞

高
校
一
年　

小
林　

日
向

浅
野
由
希
恵

塩
澤　

怜
華

中
学
三
年　

小
栗　

礼
登

松
下
ち
ひ
ろ

池
内　

友
音

中
学
二
年　

浅
見　

り
こ

山
田　

千
紗

鈴
木
亜
紗
花

加
藤
あ
ゆ
み

小
島　

未
来

中
学
一
年　

永
井　

文
楓

安
藤
有
里
奈

日
野　

夏
歩

政
井　

莉
歩

小
学
六
年　

戸
崎　
　

海

伊
藤　

な
こ

上
野　

友
陽

小
学
五
年　

安
藤　

誉
純

小
学
四
年　

市
橋　

歩
大

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

高
校
三
年　

前
川
紗
於
里

高
校
一
年　

中
山　

知
美

中
学
三
年　

片
山　

沙
弥

中
学
二
年　

渡
邉　

茉
優

鈴
木　

千
尋

平
山　

琴
音

小
学
六
年　

増
田　

梨
里

川
瀬　

愛
加

小
学
五
年　

真
野　

青
空

小
学
四
年　

南
山　
　

香

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

高
校
二
年　

宗　
　

香
織

中
学
三
年　

会
田
穂
乃
花

櫻
井　

紀
子

今
井　

彩
寧

中
学
二
年　

竹
野　

直
花

斉
藤　

春
果

中
学
一
年　

大
迫　

佳
苗

小
学
六
年　

中
澤　

皓
晴

中
内　

美
京

小
学
四
年　

荻
原　

和
馬

展 示 風 景

第
六
十
六
回 

中
日
書
き
ぞ
め
展
入
賞
者
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名
誉
会
長
賞

◦
高
校
三
年

山
口
詩
央
里

島
田　

亮
子

真
野　

綾
花

川
尻　

真
彩

堀
田
奈
菜
恵

◦
高
校
二
年

佐
橋　

南
美

奥
村　
　

和

福
田　

梨
乃

嶋
田　
　

雅

中
村
南
名
子

田
野
尻
夏
妃

◦
高
校
一
年

早
川　
　

舞

加
藤　

綾
乃

千
賀　

佳
菜

佐
原　

由
莉

細
野　

日
向

水
野　

百
花

太
田　

栞
乃

福
島　

崚
太

◦
中
学
三
年

大
橋
明
日
香

石
橋　

茉
悠

山
下　

若
奈

野
田　

瑞
希

吉
田
あ
つ
み

伊
藤　

優
花

安
藤　

裕
基

太
田　
　

遥

村
尾　

亜
子

中
村　

安
希

鈴
木
新
之
介

岩
谷　

梨
瑚

城
内　

薫
乃

山
田　

菜
摘

山
本　

美
風

太
田　

里
菜

◦
中
学
二
年

河
村　

紗
希

池
田　

朋
奈

尾
関
あ
や
の

辻
本　

望
叶

村
瀬　

智
紀

北
野　

愛
恵

斎
藤　

清
香

石
井　
　

花

長
野　

成
秀

加
賀　

文
野

柘
植
あ
ゆ
み

加
藤　

美
咲

永
家　

汐
菜

小
池
南
々
葉

加
藤　

空
来

勝
澤　

茉
由

山
田
あ
ゆ
み

牛
丸
由
理
佳

紀
平　

幹
太

石
川　

朋
佳

◦
中
学
一
年

飯
野　

恵
美

福
井　

萌
花

吉
田　

多
映

浅
井　

暖
登

千
石　

桃
加

田
牧　

朋
花

生
駒　

祐
奈

海
田
き
ら
り

北
野　

友
葉

長
尾　

利
子

村
田　

彩
乃

白
鳥　

未
悠

榊
原　

光
輝

有
川　

怜
志

◦
小
学
六
年

池
田　

奈
央

桐
山　

広
大

早
野　

百
香

犬
飼　

菜
月

稲
葉　

遼
花

永
田　

彩
乃

水
野　

杏
胡

神
田
あ
い
り

山
田　

友
貴

春
日　

愛
実

太
田　

礼
美

松
村　

千
慧

西
井　

和
香

齋
藤　

千
花

岡
本　

一
希

◦
小
学
五
年

伊
藤　

新
菜

田
宮　

朱
梨

佐
藤
い
す
ず

北
村　

美
優

河
西
津
夢
美

熊
野　

悠
希

藤
田　

悠
希

◦
小
学
四
年

中
西　

真
尋

太
田　

美
住

金
子　

芽
生

オ
モ
オ
モ
レ
ギ
ェ
・	

エ
リ
ー
シ
ィ
ア

林　
　

風
花

大
薮　

来
幸

◦
小
学
三
年

草
深　

葵
衣

◦
小
学
二
年

馬
場
あ
い
り

◦
小
学
一
年

松
浦　

琉
依

理
事
長
賞

◦
高
校
三
年

鈴
木　

智
子

田
代　

京
香

宇
都　

愛
梨

中
谷　

愛
音

中
村　

結
衣

小
林　

加
奈

杉
浦　

果
奈

◦
高
校
二
年

杉
山　

美
咲

湯
脇　

絵
理

大
谷　

遥
香

南
谷
恵
里
佳

可
兒
麻
衣
子

手
塚　
　

彩

松
中　

杏
奈

◦
高
校
一
年

大
嶋　

莉
衣

横
山
明
日
香

大
井　

真
裕

北
村　

香
澄

坂
井　

瑛
奈

山
田　

奈
央

廣
川　

瑞
樹

山
田　

真
穂

大
澤
ひ
か
り

桒
田　

花
甫

大
西　
　

舞

◦
中
学
三
年

中
村　

柚
果

加
子　
　

華

髙
橋
美
依
奈

寺
本
和
香
菜

品
田　

悠
多

小
宮　

修
平

西
村　
　

柚

森
井　

琴
美

岩
村　

知
波

安
田　

茉
以

高
羽　

菜
月

中
村
真
由
香

井
桁　

晴
香

佐
々
木
麻
衣

坂
本　

朝
香

鈴
木　

愛
奈

小
島　

康
裕

都
筑　

杏
奈

竹
元　

綾
乃

◦
中
学
二
年

柴
田　

り
の

塩
平　

日
和

稲
垣　

萌
美

高
松　

宣
道

篠
田　

め
い

堀
田　

ひ
な

浜
田　

瑠
音

石
黒　

芽
里

渡
邉
帆
乃
花

大
竹　

汐
緒

笠
原　
　

健

湯
脇　
　

舞

野
田
明
咲
輝

有
島　

愛
花

稲
川　

実
来

渡
辺　

充
希

石
島　

史
織

棚
橋　

史
佳

◦
中
学
一
年

橋
本　

朋
香

山
本　

桃
花

落
合　

麻
裕

蜂
谷　

葉
花

西
出　

光
希

岩
泉　
　

怜

森
田　
　

樹

水
谷
麻
里
愛

新
山　

佳
穂

佐
藤　

舞
奈

岩
田　

千
明

青
鹿　

由
依

間
瀬
明
日
花

田
中　

楓
乃

柴
田　

留
奈

庄
田　

乃
絵

　

名
古
屋
市
長
賞

小　

二　
　

新
井
本
佳
和

　

名
古
屋
市
長
賞

中　

三　
　

守
山
木
乃
芽

　

名
古
屋
市
長
賞

高　

二　
　

岩
間　

早
紀

小　

五　
　

稲
垣　

亜
優

　

三
重
県
知
事
賞

高　

二　
　

岡
村
実
花
子

　

三
重
県
知
事
賞

小　

三　
　

波
多
野
熙
秀

　

三
重
県
知
事
賞

　

愛
知
県
知
事
賞

中　

二　
　

伊
藤　
　

颯

　

岐
阜
県
知
事
賞

高　

一　
　

大
竹　

杏
奈

　

岐
阜
県
知
事
賞

中　

一　
　

西
垣　

朱
梨

　

岐
阜
県
知
事
賞

小　

六　
　

平
本　

啓
恭

　

愛
知
県
知
事
賞

高　

三　
　

石
黒
明
日
香

　

愛
知
県
知
事
賞

小　

四　
　

宮
﨑　

咲
羽
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寺
嶋　

湖
々

◦
小
学
六
年

早
河　

百
花

早
川　

桃
花

伊
藤　

千
紘

山
本　

悠
菜

大
目　

奈
柚

箕
浦
ま
ど
か

深
川　

陽
菜

名
和　

里
紗

山
中　

直
之

鈴
木　

絢
子

世
古
口　

宗

鈴
木　

咲
子

広
瀬　

真
奈

岸　
　

馨
子

◦
小
学
五
年

杉
本　

創
哉

高
垣　

柾
志

恒
川　

奈
弓

櫛
田　

梨
奈

河
﨑　

友
花

逸
見　

琴
子

諸
戸　

有
彩

◦
小
学
四
年

藤
澤　
　

亨

松
村　

知
宥

杉
浦　

香
音

藤
墳　

奈
実

伊
藤　

優
花

渡
邉　

佑
唯

◦
小
学
三
年

笹
田　

愛
華

杉
浦　

鉄
朗

後
藤　

謙
心

日
置　

永
麻

◦
小
学
二
年

髙
見　

日
咲

齊
藤　
　

楓

◦
小
学
一
年

松
本　

麻
那

松
本　

星
七

推
薦

◦
高
校
三
年

大
橋　
　

葵

滝
本
奈
々
恵

小
川　

真
央

金
森　

柚
紀

八
木　

清
香

服
部　

真
由

佐
々
木
満
作

近
藤　

奈
月

成
田　

紗
緒

小
林　

加
尚

服
部　

咲
希

朽
名　

杏
樹

◦
高
校
二
年

西
垣　

茉
里

平
田　

里
歩

高
野　

亜
美

田
辺　

明
里

中
村　

寧
々

土
屋　

加
恵

田
中
さ
く
ら

但
馬
日
菜
子

山
口
恵
里
佳

加
藤
か
れ
ん

木
村　

日
菜

早
川　

莉
沙

佐
藤　

七
菜

村
上　

裕
梨

篠
田　

優
依

細
野　

慶
華

野
村　

萌
衣

岩
田　

侑
子

新
井　

千
晴

小
川　

文
菜

村
上　

実
野

髙
畑　

柚
里

稲
田　

瑞
穂

瀬
口　

結
風

高
橋
う
ら
ら

近
藤　

美
帆

藤
塚　

朋
美

緒
方　

美
波

大
野　

里
菜

山
本　

恵
大

奥
村　

紀
香

◦
高
校
一
年

鶴
口　

夏
菜

鈴
木
佐
和
子

澤　

あ
か
り

太
田　

菜
月

西
脇　

可
奈

野
村　

奈
央

加
藤　

百
華

新
美　

佑
馬

村
岡　

実
幸

石
原　

稜
子

柏
山　

瑞
希

岡
田　

真
奈

岡
田　

花
音

玉
木　

美
南

佐
野　

圭
亮

西
川　

未
彩

竹
内　

美
樹

渡
邉　

勝
仁

安
田　

紀
保

中
嶋　

爽
翔

荒
川　

真
穂

中
川　

み
か

稲
垣　

彩
乃

蛭
牟
田　

優

牛
島
奈
都
美

横
山　

純
鈴

堀
江　

美
里

◦
中
学
三
年

渡
辺　

菜
月

薫　
　

瑞
生

佐
藤　

月
菜

加
藤
小
百
合

窪
田　

有
桜

安
藤　

彩
華

小
島　

拓
海

水
越　

南
佑

宮
島　

琴
音

上
田
美
沙
紀

髙
木　
　

了

林　
　

美
幸

寺
尾　

将
哉

青
山　

夏
海

猪
俣
明
希
子

稲
井　

祥
悟

大
崎　

公
輔

西
山　

巴
菜

光
澤　

華
純

加
藤　

翔
汰

加
藤　
　

南

舘　
　

朋
伽

菊
川　
　

華

長
谷
川
琴
音

居
崎　

桃
果

奥
村　

佳
純

石
井　
　

麗

高
田　

佳
奈

中
野　

美
咲

服
部　

円
香

岡
田　

栞
苗

近
藤　

り
ま

河
田　

玲
奈

清
水
あ
い
か

菊
田　

璃
奈

倉
知　
　

豊

趙　
　

禮
淑

大
嶽　

里
沙

堤　
　

佳
穂

若
井　

祥
穂

桑
原　

紗
香

梅
澤　

花
朋

倉
澤　

莉
歩

松
森　

美
紅

小
川　

萌
佳

清
水　

琴
理

北
尾　

美
樹

牧
野　

文
音

中
山　

涼
捺

石
原　

颯
真

寺
本　

晏
菜

村
田　

真
悠

松
林　

美
玖

杉
江　

裕
香

鬼
頭　

利
奈

田
中
菜
ノ
子

丹
羽　

由
妃

岡
田　

恵
実

柴
田　

実
子

◦
中
学
二
年

西
野
ち
な
せ

寺
尾
あ
か
ね

早
川　

幸
穂

茨
木　

真
白

田
中
か
り
ん

久
田
満
里
奈

木
内　

愛
弓

本
田
菜
々
子

前
田　

萌
華

青
柳
実
祐
希

炭
竈　

朱
音

増
田　

朱
莉

明
壁　

未
侑

龍
尾　

柚
香

山
川
有
由
奈

村
田　

妃
優

池
田
安
里
紗

松
本　

佳
穂

後
藤
亜
梨
沙

小
瀬
真
里
奈

河
瀬　

菜
生

　

岐
阜
県
教
育
委
員
会
賞

高　

一　
　

山
本　

祐
輔

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
賞

小　

六　
　

稲
垣　

入
葉

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
賞

中　

一　
　

安
藤　

碧
唯

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
賞

高　

三　
　

河
井
亜
津
沙

　

三
重
県
教
育
委
員
会
賞

小　

五　
　

内
田　
　

藍

　

三
重
県
教
育
委
員
会
賞

中　

二　
　

西
尾　

友
花

　

三
重
県
教
育
委
員
会
賞

中　

三　
　

祖
父
江
彩
花

　

岐
阜
県
教
育
委
員
会
賞

小　

四　
　

野
口　

瑞
葵

　

岐
阜
県
教
育
委
員
会
賞

中　

二　
　

菊
島
恋
優
姫

　
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
賞

小　

六　
　

濵
田　

拓
海

　
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
賞

中　

一　
　

古
怒
田
愛
美

　
名
古
屋
市
教
育
委
員
会
賞

高　

三　
　

熊
﨑　

千
佳
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舟
橋
か
り
ん

谷
田　

有
紀

弓　
　

義
直

小
川　

莉
央

長
坂　

康
貴

後
藤
菜
の
子

内
田　

菜
月

山
口
紗
也
加

土
井　
　

聖

武
藤　

里
桜

林　
　

彩
寧

江
川
せ
い
な

井
上　

世
理

大
津
さ
く
ら

上
野
あ
や
め

稲
向　
　

咲

◦
小
学
六
年

宮
﨑　

梨
乃

奥
田　

由
貴

服
部　

颯
華

小
林
さ
く
ら

鈴
木　

遥
菜

水
谷　

円
香

岩
内
ひ
か
り

三
原　
　

遥

花
田　
　

燎

足
立　
　

陸

金
野　

信
哉

宮
田　

望
祿

野
崎　

恭
子

稲
葉　

朱
里

木
村
友
希
乃

水
谷　

祐
希

福
本　

紗
也

児
玉　

瑞
季

浜
野　

静
華

髙
田　

紗
衣

村
瀬　

愛
依

野
村　

彩
花

林　

そ
の
子

山
﨑　

悠
雅

加
藤　

美
里

中
谷　

莉
音

鵜
飼　

菜
央

黒
沢　

菜
美

大
倉
友
梨
香

菅
原　

朱
莉

廣
瀬　

佳
歩

加
藤　

千
乃

中
田　

真
衣

木
村　

玲
菜

加
藤　

乃
愛

江
川　

心
茜

都　

響
子

水
野　

由
唯

渡
辺　

望
結

吉
本　

有
里

賀
茂　

恵
菜

松
田　

凜
音

石
倉　

杏
美

重
本　

真
愛

宮
田　

美
来

飯
西　
　

司

浅
井　

香
澄

松
山　

心
海

石
原
永
実
菜

高
橋　

優
太

縣　
　

優
希

森
永　

ゆ
ず

◦
小
学
五
年

市
川　

果
凜

大
橋　

綾
乃

岩
田　

尊
斗

多
湖　

由
海

松
波　

倫
子

山
田　

莉
帆

柳
澤　

心
那

山
口　

瑛
士

山
口　

純
玲

杉
方　

凜
香

前
田
明
日
香

堤　
　

勇
志

門
前　

美
佑

名
知
萌
々
香

藤
谷　

京
香

竹
田　

仁
平

井
澤　
　

爽

上
田　

侑
澄

鈴
木　

淳
也

笙
田　

倫
世

尾
内　

大
和

今
村　

綺
希

大
鹿　
　

桃

梅
谷　

晴
菜

澤
田
真
理
渚

高
田　

一
成

柴
田　
　

花

小
松　

美
子

久
世　

敦
也

宮
地　

響
子

徳
永　

隆
希

小
林　

実
央

向
井　

愛
菜

◦
小
学
四
年

柴
田　

拓
昂

岡
田　

由
香

三
輪
千
紗
都

宮
﨑　

莉
虹

髙
谷
允
佐
年

伊
藤　

綾
花

倉
地
み
の
り

恒
川　

結
菜

堀
内　

沙
姫

池
津　

杏
美

宮
﨑　

風
花

竹
本　

有
那

伏
見　

紗
英

柴
垣　

結
菜

岩
田　

恵
里

奥
村　

莉
名

宮
崎　

祐
衣

石
川　

諒
一

◦
小
学
三
年

加
藤　

彩
水

中
村　
　

葵

富
田　

千
愛

原　
　

優
梨

坪
根　

里
紗

小
野
木
美
和

山
田　

乃
愛

都
築　

由
愛

谷
口　
　

翠

稲
垣　

心
葉

大
野　

留
奈

鈴
木　

明
依

大
鹿　
　

遥

小
川　

真
矢

田
島　

佑
奈

下
川　

紗
季

榊　

く
る
み

稲
森　

乃
愛

◦
小
学
二
年

佐
藤　
　

颯

杉
村　

蓮
里

三
浦　

流
生

八
巻　

里
咲

小
坂　

幸
慈

西
村
紗
有
美

佐
橋　

苑
華

関
戸　

亜
利

◦
小
学
一
年

前
川　
　

椿

◦
幼
年

波
多
野
結
万

奨
励
賞

◦
高
校
三
年

細
野　

春
菜

吉
原　

裕
歩

丹
羽　

秋
乃

中
川　

優
衣

谷　
　

優
来

川
本　

佳
澄

加
藤　

隼
人

藤
田　

小
夏

重
松　

流
布

石
川　

優
奈

木
下
紗
矢
香

山
川
優
華
子

北
野　

愛
珠

二
宮
ひ
か
る

鈴
木　

麻
椰

重
松　

想
葉

神
野
愛
理
奈

西
村　

東
希

對
島　

綾
音

上
野　

涼
葉

長
尾　

真
子

久
野　

愛
実

安
藤　

萌
梨

鈴
木　

莉
乃

星
野　
　

遥

宮
本　

芽
衣

山
下　

鈴
菜

椙
山　

真
衣

岩
下　

菜
穂

西
川
英
那
乃

野
村　

圭
都

横
井　

怜
奈

杉
江　

明
音

岩
本　

純
忠

今
藤　

千
裕

渡
邊　

晴
太

伊
藤
ゆ
い
な

◦
中
学
一
年

森　
　

彩
奈

齋
藤
は
る
か

小
野
澤
奈
映

梅
村　

美
香

植
杉　

紗
蘭

西
原　

万
里

大
倉　

沙
藍

横
地
真
以
子

森　
　

晴
香

柴
山　

隼
瑠

榎
倉　

彩
乃

大
野　

楓
華

片
山　

侑
花

沢
田　

結
梨

安
藤
満
里
子

高
阪　
　

遥

桜
井　

彩
乃

都
築　

祐
賀

日
高　

綺
音

鳥
居　
　

薫

太
田　

美
結

赤
塚　
　

瞳

溝
口　
　

大

南
山　

ゆ
り

長
谷
川
真
都

近
藤　
　

葵

加
藤　

桃
子

堀
田　

菜
月

前
田　

果
那

伊
藤　

由
乃

後
藤　

拓
真

久
野　

智
子

加
藤　

麻
衣

田
所　

瑞
希

小
林　

慶
翔

鈴
木　

美
結

横
井
佳
菜
子

安
江　

奏
南

山
田　

琴
里

河
合
菜
々
子

阪
上　

珠
基

吉
川　

雲
母

鈴
木　
　

望

水
野　

杜
彦

黒
川　
　

翼

中　

三　
　

梶
田　

夕
貴

　

中
日
書
道
会
賞

　

中
日
書
道
会
賞

中　

三　
　

今
井　

大
地

　

中
日
書
道
会
賞

高　

一　
　

深
谷　

侑
以

　

中
日
書
道
会
賞

高　

二　
　

久
保
さ
え
香

　

中
日
新
聞
社
賞

高　

一　
　

小
林　

日
向

　

中
日
書
道
会
賞

小　

五　
　

丹
羽
美
紗
姫

　

中
日
書
道
会
賞

小　

六　
　

小
笠
原
花
菜

　

中
日
書
道
会
賞

小　

六　
　

伊
藤　

桜
音

　

中
日
書
道
会
賞

中　

一　
　

川
崎
麗
美
花

　

中
日
書
道
会
賞

中　

二　
　

鈴
木　

瑛
万

　

中
日
書
道
会
賞

中　

二　
　

加
藤　

夢
捺

　

中
日
新
聞
社
賞

中　

三　
　

小
栗　

礼
登

　

中
日
新
聞
社
賞

高　

一　
　

塩
澤　

怜
華

　

中
日
新
聞
社
賞

高　

一　
　

浅
野
由
希
恵
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深
谷　

寧
音

成
田　

雪
那

福
田　

隆
太

亀
井　

孝
晃

齋
藤　

彩
野

右
高　

礼
奈

加
川　

彩
乃

岩
下　

風
花

井
上　

み
き

利
川
友
愛
歌

大
橋　

拓
実

丹
羽
真
奈
美

加
藤　

由
真

◦
高
校
二
年

桐
山　

彩
華

佐
藤　

七
香

松
尾
由
香
里

小
川
裕
里
子

髙
木　

百
花

中
村　

峻
弥

越
水　

菜
月

落
合　
　

輝

加
藤　

優
帆

三
浦
礼
依
菜

小
椋　

愛
実

大
橋　

知
生

飯
沼　

咲
衣

坂
野　

遥
香

徳
永　

陽
帆

松
本　

紗
南

上
野　

知
哉

池
田
美
菜
子

近
藤　
　

聖

三
好
く
る
み

荒
川　

公
寛

鈴
木
こ
と
か

鈴
木　

敦
也

松
村　

怜
奈

中
西　
　

誠

小
島　

有
未

梅
溪　

眞
衣

中
谷　

優
華

◦
高
校
一
年

溝
口　

真
梨

山
本
千
紗
都

板
津　

百
香

岩
川　

浩
輝

鈴
木　

彩
香

岡
本　

奈
子

山
田　

蒼
野

宇
都　

鈴
音

筒
井
あ
ゆ
み

渡
辺　

真
生

石
原　

綾
乃

篠
原　

直
輝

古
瀧　

真
名

鈴
木　

沙
奈

後
藤　

雄
介

福
田　

雪
穂

加
川　

晴
菜

鈴
木　
　

瞳

荒
木
か
れ
ん

菱
田　

美
羽

山
下　

巴
菜

加
藤
小
百
合

田
代　

千
尋

森
山
日
向
子

森
島　

柊
花

深
谷
祐
加
里

藤
井　

琴
音

野
田
佳
那
美

岳
野　

恭
輔

瀬
口　

杏
実

近
藤
さ
つ
き

加
藤　

愛
理

岡
田　

千
夏

井
平　
　

涼

山
中　

流
香

堀
場　

南
菜

稲
垣　

奈
津

豊
田　

実
咲

大
原
ゆ
い
菜

中
川　

み
か

佐
合　

美
穂

内
藤　

勇
人

田
下　

結
惟

伊
原　

妃
夏

小
塚　

夏
女

河
原　

夏
蓮

青
山　

賢
人

長
谷
川
果
那

◦
中
学
三
年

入
交　

優
輝

佐
藤
日
菜
乃

岩
田　

恭
昌

芝　

優
里
花

柴
田
奈
津
希

國
枝　

さ
ら

小
川　

純
奈

木
村
さ
く
ら

切
畠
明
日
香

松
島　

由
奈

古
瀬　

晴
菜

谷
澤　
　

梓

伊
藤　
　

葵

青
山　
　

楓

岩
田　

純
怜

大
島　

け
い

大
澤　

美
桜

都
築　

恵
実

田
代　
　

愛

原　

み
さ
と

山
田　

智
絵

大
山　
　

凌

安
田　

彩
衣

内
川　
　

桜

高
村　

咲
葵

松
尾　

修
史

井
手
口
颯
人

松
下　

真
衣

前
田　

海
遥

篠
原　

和
真

高
倉　

佑
奈

板
倉　

有
希

原
田　

真
緒

千
賀　

孔
介

苅
谷　

成
美

髙
木　

梨
央

林　
　

慶
将

長
谷
川　

怜

小
野
田
い
お
り

遠
藤　

朱
莉

江
尻
こ
と
の

堀
尾
真
喜
子

近
藤
な
つ
み

田
中　

陽
菜

山
下　

侑
子

髙
本　

佑
衣

伊
藤
理
紗
子

鈴
木　

和
輝

神
谷　
　

樹

棚
橋
歩
乃
佳

牧
野　

友
恵

山
本　
　

舞

澤
田　

龍
希

石
黒　

菜
緒

大
村　

有
未

近
藤　
　

咲

吉
本　
　

凌

山
口　

靖
葉

佐
藤　

桃
嘉

山
邊　

彩
花

大
脇　

有
花

久
米
由
佳
梨

山
本
奈
々
江

渋
谷
佳
緒
里

太
田　

千
夏

前
田　

悠
有

榊
原　

清
花

中
里
真
依
子

白
田　

祥
果

中
嶋　

玲
菜

蜷
川　

真
未

村
上　

明
加

佐
光　

真
侑

長
瀨　

由
奈

河
村　

凜
香

後
藤　

彩
佑

◦
中
学
二
年

原
田　

裕
豊

加
島　

靖
大

桑
山　

凱
斗

楠
戸　

雄
也

一
ノ
瀬
花
奈

大
橋
妃
奈
乃

原
田
由
葵
乃

川
崎　

真
歩

田
中　
　

舞

細
川　

有
彩

村
上　
　

凜

田
宮　

佑
至

多
和
田
真
也

長
屋　

雅
也

金
野　

信
之

各
務　
　

陸

松
尾　

涼
那

磯
部　

合
里

小
山
凪
々
実

高
木
菜
々
子

吉
見
朱
日
佳

西
口　

瑠
風

稲
垣　

圭
亮

加
藤　

千
沙

石
川
莉
紗
子

坂
井
田
美
佑

小
林　

美
有

舟
橋　

季
乃

角
谷　

美
咲

大
倉　

萌
香

深
谷　

由
季

村
瀬　

日
菜

鈴
木
ひ
と
美

山
岸　

聖
空

宮
坂　

杏
里

山
田　

華
凜

山
村　

光
咲

齋
藤　

奏
江

村
瀬　

詩
織

金
澤　

星
奈

田
尻　

夏
音

中
川
楓
美
恵

鈴
木
理
香
子

澤
元　

実
優

根
本　

紗
良

有
本　

菜
桜

佐
藤　

真
帆

佐
藤　

衣
織

新
美　

佑
歩

妙
中　

美
月

冨
田　

実
華

原　
　

有
沙

宮
原　

昂
大

梶
田　

愛
子

田
中　

里
奈

大
野　

友
鈴

菅
谷　

郁
美

葛
山　

由
菜

太
田　

直
冶

若
山　

鈴
奈

松
浦
瑠
璃
華

谷
澤　

寧
音

石
原　

杏
捺

加
藤　

優
衣

中
島　

莞
太

髙
木　

彩
花

井
上　

歩
香

加
藤　

実
李

塩
谷
知
佑
紀

西
川　

優
生

加
藤　

勇
多

中　

一　
　

政
井　

莉
歩

　

中
日
新
聞
社
賞

中　

二　
　

山
田　

千
紗

　

中
日
新
聞
社
賞

　

中
日
新
聞
社
賞

中　

二　
　

浅
見　

り
こ
　

中
日
新
聞
社
賞

中　

一　
　

日
野　

夏
歩

　

中
日
新
聞
社
賞

中　

三　
　

池
内　

友
音
　

中
日
新
聞
社
賞

中　

一　
　

安
藤
有
里
奈

　

中
日
新
聞
社
賞

中　

三　
　

松
下
ち
ひ
ろ
　

中
日
新
聞
社
賞

中　

一　
　

永
井　

文
楓

　

中
日
新
聞
社
賞

中　

二　
　

小
島　

未
来

　

中
日
新
聞
社
賞

中　

二　
　

加
藤
あ
ゆ
み

　

中
日
新
聞
社
賞

中　

二　
　

鈴
木
亜
紗
花

　

中
日
新
聞
社
賞

小　

六　
　

上
野　

友
陽

　

中
日
新
聞
社
賞

小　

六　
　

伊
藤　

な
こ

　

中
日
新
聞
社
賞

小　

六　
　

戸
崎　
　

海
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勝
野　

智
喜

伊
藤　

梨
夏

加
藤　

綸
加

奥
村　

尚
子

須
田　

来
美

渡
辺　

好
珠

杉
山　

未
紗

中
野　

有
咲

三
島　

未
琴

伊
藤　

愛
華

山
本　

麻
央

森
本　

は
な

川
村　

彩
華

一
色　

春
花

神
谷　

有
咲

中
村　

颯
汰

伊
藤　

大
晃

平
野　
　

花

岡
原　

海
咲

藤
野　

優
理

村
上　
　

怜

稲
田　

加
奈

山
田　

尚
典

成
田　
　

響

大
森　

智
也

徳
永　

啓
人

嶽
本　

敦
志

籾
山　

元
香

辻　
　

瑞
紀

森
下　

凌
雅

鵜
篭　

昇
太

山
本　

も
え

野
口
竜
之
介

伊
藤
野
々
花

佐
藤　

弘
樹

兼
行　

伶
奈

平
賀　
　

蓮

一
ノ
木　

匠

杉
浦　
　

鈴

◦
中
学
一
年

村
田　

倫
子

岩
田　

彩
夏

梶
原
知
花
音

松
原　

希
和

水
井
彩
陽
香

水
野　

友
乃

塚
本　

実
夏

木
村
江
美
香

小
林　

小
桐

岡
田　

真
妃

堀
田　

は
な

稲
山　

太
郎

山
本　

誉
佳

佐
橋　

春
香

濱
田　

美
花

髙
野　

紗
矢

西
澤　

紗
菜

稲
垣
奈
々
子

山
田　

澪
里

渡
會　

比
那

鈴
木
う
ら
ら

西
田　

彩
人

安
藤　

智
哉

吉
田　

惠
音

杉
山　

和
優

五
十
川
真
緒

福
田　
　

雅

光
澤
早
弥
花

溝
口　

莉
子

中
島　

陽
菜

島
袋　

紗
妃

安
里　

幸
代

佐
原　
　

葵

田
篠
さ
く
ら

臼
井　
　

颯

朝
比
奈
侑
里
香

河
合　

美
音

深
谷　
　

綾

福
島　
　

涼

林　
　

千
晶

川
本　
　

怜

久
保
田
真
由

吉
川　

千
優

成
瀬　

琴
音

村
田　

万
桜

川
畑　

詩
帆

後
藤
友
理
亜

内
藤　

歩
美

加
茂　

百
花

堀
場
菜
々
恵

大
澤　

瑞
雲

大
矢　

夢
華

市
橋　

宙
大

細
貝　

真
歩

堀
口　

凜
乃

音
部　

絢
子

宮
本　

莉
来

三
浦
麻
名
沙

国
枝　

夏
渚

中
上　

結
名

西
脇　

那
月

長
谷
川
流
石

小
池　

里
桜

鈴
木　

彩
香

近
藤　

彩
希

細
川　

珠
里

柴
田　

莉
帆

椋
野　

日
陽

大
崎
浩
志
郎

榎　
　

仁
見

藤
墳
万
里
奈

原　
　

渚
紗

吉
野
ひ
ま
り

小
平　

愛
佳

浅
野　

希
帆

鷲
見
愛
也
華

野
口
菜
々
美

竹
内　

翔
真

長
崎　

篤
子

林　
　

里
佳

松
下　
　

睦

水
野　

里
砂

木
下
琳
々
香

山
田　

真
穂

小
林　

優
奈

早
瀬　

梨
里

吉
戸　

菜
月

長
坂　

茉
奈

佐
藤　

唯
佳

前
田　

早
慧

大
橋　

茉
奈

渡
邉　

七
海

木
原　
　

楓

田
口　
　

祥

畑
中　

七
海

立
岡　

真
奈

村
田　

琴
美

鈴
木　

結
唯

柴
崎　

愛
香

岩
間　

美
輝

杉
山　
　

綾

石
田　

千
紗

亀
山　

祐
奈

藤
本　

喜
己

佐
田
尾
香
音

太
田　

麻
尋

萩
野　

美
月

橋
村
英
利
香

大
島
わ
か
な

髙
野　

愛
弓

伊
藤　

夏
海

◦
小
学
六
年

大
野　

愛
奈

藤
島　

紗
綾

石
田　

亜
依

藤
本
ひ
な
た

鈴
木
健
太
郎

山
田　

真
子

早
川　

夏
光

矢
野
紫
乃
音

伊
藤　

恋
花

田
名
瀬
友
恵

片
岡　

舞
依

西
村　

咲
耶

柴
田　

奈
波

田
中　

創
也

多
湖　

悠
人

辻
本　

真
士

牛
山　

由
衣

日
比
野
凌
大

武
藤　

令
馬

水
越　

陸
真

吉
岡　

千
織

髙
橋　

彩
乃

永
田　

結
愛

加
藤　

滉
基

都
築
寧
々
花

鶴
田　

真
子

飛
田
智
恵
美

三
好　

正
浩

古
橋　

桃
香

青
山　

紗
己

山
田　

快
音

川
井　

花
林

中
野　

綺
華

加
藤　

祐
月

松
室　

柚
花

岡
村　
　

周

安
井　

絢
咲

酒
井　

祐
奈

柳
詰　

由
乃

岡
村　

莉
子

林　
　

美
玖

本
田　

泰
良

土
田　

明
穂

鈴
木　

琴
弓

若
林
あ
ず
み

内
田　

美
佑

平
山
み
や
び

肥
後　

琴
楓

持
田　

結
衣

鈴
木　

琴
葉

丹　

芙
由
子

神
谷
妃
那
子

金
子　
　

愛

青
石　

莉
於

山
下　

琳
穂

岡　
　

祐
花

斉
藤　

瑞
季

今
橋　

迪
子

中
村　

恵
菜

田
嶋　

明
佳

羽
鳥　

晃
生

飯
田　

桜
子

伏
見　

歌
純

奥
原　

崇
稀

木
崎　

里
菜

伊
藤　

瑠
星

青
山　

莉
子

横
井　

勇
飛

青
屋　

結
女

竹
内　

心
琴

守
屋　

百
花

日
比　

幸
歩

日
比
野　

楓

落
合　

南
帆

中
村　

芽
衣

中
野　

優
子

加
藤　

未
想

水
谷　

朋
花

丹
羽
野
々
香

永
井　

美
帆

伊
藤　

寧
音

小
林　

あ
や

服
部　

亜
虹

深
谷　

梨
央

浅
田　

早
惠

緒
川　

莉
子

松
本　

紗
耶

　

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

高　

一　
　

中
山　

知
美

　

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

高　

三　
　

前
川
紗
於
里

　

中
日
新
聞
社
賞

小　

四　
　

市
橋　

歩
大

　

中
日
新
聞
社
賞

小　

五　
　

安
藤　

誉
純

　

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

小　

六　
　

川
瀬　

愛
加

　

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

小　

五　
　

真
野　

青
空

　

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

小　

六　
　

増
田　

梨
里

　

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

中　

二　
　

平
山　

琴
音

　

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

中　

二　
　

鈴
木　

千
尋
　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

中　

三　
　

会
田
穂
乃
花

　

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

中　

二　
　

渡
邉　

茉
優
　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

高　

二　
　

宗　
　

香
織

　

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

中　

三　
　

片
山　

沙
弥
　

東
海
テ
レ
ビ
放
送
賞

小　

四　
　

南
山　
　

香



中 日 会 報平成28年４月１日 第 180 号�19

石
垣　

青
葉

山
岡　

芽
依

福
永　

梓
織

山
中　

咲
奈

鈴
木　

魁
津

山
田　

結
月

紅
林　

侑
希

◦
幼
年

松
本　

直
波

福
川　
　

結

林　
　

優
杏

三
浦　

美
咲

野
田　

柚
希

山
本　

桃
花

伊
藤　

萌
絵

中
西　
　

碧

菅
沼　

歩
夢

新
井
本
和
花

草
深　

怜
人

角　

百
々
花

多
田　

進
哲

辻　
　

美
咲

水
谷　

彩
乃

髙
橋　

真
緒

神
薗　

七
瀬

池
田　

深
有

野
村　

杏
紗

新
海　

容
子

釘
本　

朱
音

丹
羽
ゆ
め
の

大
竹
ち
ひ
ろ

塩
満　

舞
姫

岡
田　

涼
那

長
谷　

優
月

吉
橋　

采
里

鈴
木　

優
菜

岡
田　

理
沙

◦
小
学
四
年

津
志　

桃
愛

服
部
百
合
菜

塚
本　

羽
那

髙
橋　

由
衣

徳
田　

真
子

円
山　

花
央

加
賀　

琵
毬

村
松　

美
月

森　

愛
由
菜

坂
井
田
泰
基

古
瀬　

瑞
歩

足
立　

愛
心

今
治　

帆
香

飯
沼　

友
那

松
谷　

神
威

中
山　
　

釉

柘
植
み
い
菜

田
中　

千
勢

石
田　

幹
太

宮
田　

梨
央

野
沢　

雛
凪

大
澤　

香
乃

山
内　

律
穂

加
藤　

大
和

山
口　

真
生

布
目　

唯
華

樋
田　

志
音

浅
井　

駿
佑

中
島　

理
花

武
田　

芽
依

村
瀬　

加
歩

舟
井　
　

葵

鈴
木　

里
佳

辻　
　

智
充

前
田　

紗
希

中
野　

若
菜

岩
田　

京
子

小
松　

真
子

尾
関　
　

活

江
口　

友
月

伊
藤
凜
々
華

長
江　

佑
菜

鈴
木　

美
結

小
林　

美
優

杉
本　

奈
央

浅
井　

優
里

栗
山　

遙
夏

城
山　

愛
季

藤
村　

真
央

佐
野
明
日
葉

野
田　

尚
岳

松
原　

有
瞳

山
中　

夏
凜

坂
本　

茉
奈

竹
田　

栞
菜

森
田　

莉
久

河
合　

美
咲

長
谷
川
紗
良

増
田　

朱
音

西
川　

純
令

星
野　
　

天

酒
井　

蘭
名

山
口　

諒
子

清
水
ゆ
り
あ

大
西　

莉
々

浅
川　
　

耀

松
坂　

康
平

阿
部　

大
祐

◦
小
学
三
年

西
脇　

千
裕

森
上　

帆
波

井
原　

千
琴

松
原　

花
心

村
山　
　

樹

石
黒　

由
萌

浜
田
稀
力
斗

塚
本　

万
愛

西
元　

彩
乃

山
田　

翔
太

若
林　

恭
吾

花
房　

直
樹

中
村　

真
緒

増
田　

佳
穂

下
里　

元
気

岩
田　

学
土

糸
魚
川
泰
一

棚
橋
健
太
郎

乙
部　

峻
平

山
崎　

倫
空

新
美　

友
菜

須
藤
友
理
南

日
沖　

莉
理

稲
垣　

真
優

中
山　

結
月

安
藤
な
つ
み

廣
比　

美
咲

浅
野　

東
吾

重
松　

真
緒

佐
藤　

志
野

増
田　

龍
聖

安
江　

由
菜

伊
藤　

聖
華

三
林　

美
湖

上
田　

春
奈

横
山
ゆ
ず
か

大
島　

彬
徳

井
上　

咲
来

重
本　

愛
実

桑
原　

彩
華

吉
田　

芽
生

岩
倉　

羽
奈

丹
沢　
　

凜

◦
小
学
二
年

大
澤　

真
歩

渡
邉　
　

葉

山
下　

恵
麻

浅
野　

莉
沙

小
多　

麻
未

桃
原
菜
乃
葉

糸
数　

璃
乃

小
島　

乙
芭

船
戸　

颯
太

大
野　

史
華

間
宮　

彩
葉

金
藤　

康
祐

坪
内　

佑
斗

木
林　

悠
翔

竹
内　

雄
彩

林　
　

双
葉

鷲
野　

眞
歩

◦
小
学
一
年

久
野　

真
帆

市
川　

美
颯

伊
藤　

成
美

内
堀
百
々
子

鈴
木　

慶
太

後
藤　

真
絢

能
見　

紗
羽

重
村　

優
仁

岡
崎　

百
花

渡
辺　

真
也

吉
原　
　

凪

◦
小
学
五
年

木
村　

歌
暖

都
築　

湧
人

山
田　

直
佳

島
本　

笑
理

久
保
田
真
菜

大
塩
恵
里
佳

井
戸
彩
里
衣

村
井
咲
耶
香

井
深　

大
樹

森
嶋　

心
海

汲
田　

愛
理

安
藤　

光
里

中
野　

弥
美

坂
田　

実
優

古
崎　

陽
一

長
坂　

茉
絢

三
井　

佑
水

松
尾　

京
香

成
瀬　

桃
果

岡
田　

泰
征

渡
邉
菜
々
香

小
塚
あ
か
り

森
尾　

愛
音

山
田
明
日
香

松
尾　

優
衣

古
澤
樹
菜
里

舟
橋　
　

優

中
村
野
乃
夏

戸
田　
　

碧

佐
原　

主
馬

磯
村
日
菜
乃

西
脇　

有
紗

竹
本　

英
那

金
森　

柚
奈

倉
木　

由
衣

石
井　

陸
仁

鈴
木　

恒
河

大
鹿　
　

桜

落
合
和
花
子

山
田　
　

麗

甲
斐
璃
乃
花

青
山
陽
和
太

古
田
菜
々
美

吉
田
ゆ
り
こ

応募点数………………16,031点

入賞数

� 文部科学大臣賞………… 1名
� 愛知県知事賞…………… 3名
� 岐阜県知事賞…………… 3名
� 三重県知事賞…………… 3名
� 名古屋市長賞…………… 3名
� 愛知県教育委員会賞…… 3名
� 岐阜県教育委員会賞…… 3名
� 三重県教育委員会賞…… 3名
� 名古屋市教育委員会賞… 3名

� 中日書道会賞………… 10名
� 中日新聞社賞………… 20名
� 東海テレビ放送賞…… 10名
� CBCテレビ賞�……… 10名

� 名誉会長賞………… 100名
� 理事長賞…………… 114名
� 推　薦……………… 376名
� 奨励賞……………… 697名
� 特　選…………… 1,225名
� 準特選…………… 4,794名
� 秀　逸…………… 4,013名
� 佳　作…………… 3,152名
� 入　選…………… 1,485名

団

 

体

 

賞

第
一
位　

牛

刀

会

第
二
位　

書

玄

会

第
三
位　

童

友

会

第
四
位　

墨

游

会

第
五
位　

牧

書

会

　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

中　

二　
　

竹
野　

直
花

小　

六　
　

中
内　

美
京

　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

中　

二　
　

斉
藤　

春
果

小　

四　
　

荻
原　

和
馬

　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

中　

三　
　

今
井　

彩
寧

小　

六　
　

中
澤　

皓
晴

　

Ｃ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
賞

中　

三　
　

櫻
井　

紀
子

中　

一　
　

大
迫　

佳
苗
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あ
と
が
き

・	

会
報
一
八
〇
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

・	

新
年
度
の
始
ま
り
と
と
も
に
第
六
十
六
回
中
日

書
道
展
が
動
き
出
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

・	

全
国
書
美
術
振
興
会
等
を
中
心
に「
日
本
書
道
」

を
ユ
ネ
ス
コ
の
無
形
文
化
財
に
登
録
出
来
な
い

か
と
い
う
動
き
が
現
在
進
行
中
で
す
。
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
成
就
さ
れ
れ
ば
「
書
」
文

化
に
光
が
さ
す
で
し
ょ
う
。
我
中
日
書
道
会
に

も
…
…
。

　

こ
ん
な
動
き
の
あ
る
事
を
会
員
の
皆
様
も
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

・	

四
月
十
四
日
、
二
〇
一
六
熊
本
地
震
が
起
こ
り
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
五
年
。
何
が
起

こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
是
非
「
今
」
あ
る
自
分
を
大
切
に
、
前
向
き
に
生
き
た
い
も
の
で
す
。

	

（
編
集
部
）

新
入
会
員
紹
介

（
四
月
分
）

◦
平
成
27
年	

10
月
８
日

　

正
会
員

　

中
西　

爽
翠
氏

	

享
年
66
才

◦
平
成
27
年	

10
月
29
日

　

準
会
員

　

鈴
木　

綾
子
氏

	

享
年
88
才

◦
平
成
27
年	

12
月
30
日

　

準
会
員

　

竹
内　

鳳
舟
氏

	

享
年
55
才

◦
平
成
27
年	

　

正
会
員

　

間
宮　

政
子
氏

	

享
年
88
才

◦
１
月
８
日

　

評
議
員

　

立
花　

雨
翠
氏

	

享
年
74
才

◦
１
月
11
日

　

評
議
員

　

安
田　

翠
嵐
氏

　

 

ご
母
堂 

と
し
子
様

	

享
年
92
才

◦
１
月
23
日

　

評
議
員

　

安
藤　

翠
汀
氏

	

享
年
74
才

◦
１
月
23
日

　

正
会
員

　

菅
谷　

芳
泉
氏

	

享
年
66
才

◦
１
月
26
日

　

評
議
員

　

岩
田　

波
鮮
氏

　

 

ご
尊
父 

寛
男
様

	

享
年
86
才

訃　
　

報　
　
　

　

心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

	

（
厚
生
部
）

◦
１
月
28
日

　

参　

与

　

横
井　

晴
秋
氏

	

享
年
90
才

◦
２
月
７
日

　

評
議
員

　

清
水　

流
香
氏

　

 

ご
主
人 

三
雄
様

	

享
年
84
才

◦
２
月
９
日

　

評
議
員

　

真
家　

芳
仙
氏

	

享
年
79
才

◦
２
月
14
日

　

正
会
員

　

高
橋　

秀
陽
氏

	

享
年
82
才

◦
２
月
19
日

　

評
議
員

　

山
田　

清
香
氏

　

 

ご
主
人 

孝
様

	

享
年
80
才

◦
３
月
５
日

　

顧　

問

　

加
藤　

子
華
氏

　

 

ご
主
人 

泰
様

	

享
年
81
才

◦
３
月
11
日

　

参　

与

　

水
野　

翠
雨
氏

	

享
年
86
才

◦
３
月
25
日

　

評
議
員

　

篠
原　

汀
華
氏

　

 

ご
主
人 

元
様

	

享
年
87
才

●
本　
　
　

部

相
京　

博
允

浅
井　

静
子

浅
井　

尚
風

浅
井
登
志
子

浅
本　
　

瞳

阿
部
ひ
ろ
み

天
谷　

結
花

安
藤　

翠
慶

飯
塚
ひ
ろ
み

伊
苅　

恭
子

池
田　

朔
月

石
田　

光
子

伊
藤　

紫
晄

伊
藤　

春
水

伊
東
富
士
子

伊
藤　

蘭
香

上
杉
多
賀
子

植
田　

琴
風

大
石　

将
広

大
澤
佐
知
子

岡　
　

俊
子

小
川　

恵
秀

奥
田
す
み
子

小
栗
圭
太
郎

梶
田　

汐
里

梶
田　

汀
雨

春
日　

清
蘭

片
岡　

祥
泉

片
桐　

秀
美

加
藤　

秋
穂

加
藤　

吟
香

加
藤　

竹
香

加
藤　

文
子

加
藤　

昌
司

加
藤　

遊
紫

上
川　

翠
嶺

上
水
流
桜
翠

神
村
な
な
美

神
谷　

早
紀

河
村　
　

操

北
村　

就
可

鬼
頭　

翆
雪

木
俣　

紫
邑

久
保
田
緑
風

畔
柳　

佳
奈

桑
原　

佑
奈

桑
原　

和
瑳

後
藤　

貴
希

佐
々
木
清
香

佐
藤　

明
美

佐
分　

暢
光

澤
田　

麗
香

柴
田　

道
子

島
田　

英
明

杉
本　

錦
楊

鈴
木　

誠
人

鷲
見　

翔
山

多
賀
井
菜
奈

高
橋　

花
柊

田
口
ゆ
か
り

田
崎　

大
秀

田
島　
　

唯

辻　
　

由
起

土
屋　

摂
子

堤　
　

帆
菜

寺
尾　

竹
豊

寺
西　

恒
流

鳥
井　
　

薫

内
藤　

赫
子

中
神　

紫

中
川　

莉
枝

中
瀬　

育
世

中
田　

明
美

中
谷　

愛
音

中
津　

果
歩

中
橋
美
恵
子

中
森　
　

藍

西
岡
貴
美
子

西
村　

寰
海

野
口　

佳
泉

野
瀬　

裕
子

信
安　

寛
美

野
村　

茉
由

萩
野　

智
司

長
谷
川
光
平

長
谷
川
有
香

羽
多
野
劉
墉

馬
場　

景
子

早
川　

尚
美

林　
　

澄
江

林　
　

節
香

原
野　

佳
子

春
名　

未
夢

坂
野　
　

幸

疋
田　

子
規

等　
　

綾
雪

平
田　

明
風

平
野　

香
雪

舟
橋　

美
香

舟
橋　

緑
楓

松
井　

宗
紀

松
原　

教
雄

松
元　

樹
香

真
野　

華
翠

三
木　

湖
舟

御
崎　
　

勲

三
須　

和
敬

水
野　

笑
子

溝
口
ほ
乃
佳

三
宅　

麻
美

三
輪　

翠
陵

村
上　

澄
暎

森　
　

曉
雲

森　

真
由
美

森
島　

麗
石

安
井　

柏
陽

梁
川　

美
舟

柳
田　

理
栄

山
内　

美
優

山
下　

華
月

山
中　

好
輝

山
之
内
春
洋

山
本　

圭
秋

横
山　

秀
翠

米
田　

啓
子

若
山　

芝
春

●
一
宮
支
部

飯
塚　

珠
穂

井
本
ゆ
か
り

岩
田
久
美
子

奥
村
ま
ゆ
み

奥
村
真
夕
美

筧　

多
恵
子

加
納　

豊
樹

川
浦　

慶
風

櫛
田　

恵
翠

高
木　

華
園

西
田　

淑
子

丹
羽　

晴
菜

野
田　

花
翆

平
野　

翠
彩

前　

美
由
紀

丸
井　

千
尋

向
井　

春
草

山
岡　

沙
月

渡
辺　

翠
奏

●
半
田
支
部

天
木
稚
佳
子

榊
原　

洸
苑

田
代　

桃
苑

谷
川
由
希
子

長
坂　

麻
衣

花
井　

志
翠

花
井　

里
苑

紅
林　

芳
琳

●
西
三
河
支
部

石
川
栄
利
子

加
村　

佑
紀

川
島　

豊
翠

小
泉　

路
子

小
嶋　

翠
芳

小
林　

有
希

杉
浦　

啓
子

髙
須
美
佐
代

中
西　

伸
江

西
原　

希
美

林　
　

律
翠

増
田　

扇
峰

矢
野　

智
美

横
井　

葉
子

●
東
三
河
支
部

祖
父
江
賀
代

《
お
詫
び
》

　

前
号
会
報
一
七
九
号
に
記
載
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
お
け
る
女
性
一
位
は
近
藤
梅
鶯
氏

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
岡
崎
啓
雪
氏
の
誤
り
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会費未納の方にお願い
新年度がスタートしました。
平成27年度会費未納の方は、至急お納め下さい。
（正会員で昨年度中日書道展不出品の方及び準会員の方で未納の方）
本部会員は、郵便振替�００８９０-６-１４４２０。
支部会員は、各支部会計担当者にご連絡下さい。
�
住所変更、改姓、改号、社中変更等
変更事項は本部まで書面（封書又は FAX）にて 
ご一報下さい。

０５２（５８３）１９００

ホームページアドレス　 http://www.cn-sho.or.jp
メールアドレス　　　　 info@cn-sho.or.jp

●
濃
飛
支
部

中
垣
か
づ
江

●
北
勢
支
部

稲
積　

梅
山

岩
本　

麗
泉

水
谷
サ
ト
子

鷲
野　

嘉
子

●
中
南
勢
支
部

伊
藤　

秀
英

中　

紀
代
子

中
野　

海
堂

中
林　

則
子

●
岐
阜
支
部

青
山　

和
生

安
藤　

香
波

池
田　

真
夕

伊
藤　

玉
燕

伊
藤
真
由
子

笠
井　

智
子

加
藤　

玉
華

岸　

美
智
子

後
藤
真
奈
美

武
山　
　

藍

筒
井　

美
空

中
島　

彩
空

早
川　

文
彩

早
川　

周
作

東
山　

栄
華

古
田
冨
美
子

増
井　
　

茂

矢
島　

里
帆

社
中
展
・
個
展
の
ご
案
内

　

本
会
会
員
に
よ
る
書
展
の
ご
案
内
を
会
報
及
び
Ｈ
Ｐ
に
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

会
報
に
は
案
内
原
稿
を
、
Ｈ
Ｐ
に
は
展
覧
会
案
内
用
ハ
ガ
キ
を
本
部
迄
お
送
り
下
さ
い
。

　

次
号
は
八
月
中
旬
～
十
一
月
中
旬
の
展
覧
会
を
掲
載
予
定
で
す
。�

編
集
部

※
今
号
の
掲
載
依
頼
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
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◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
月
三
十
一
日（
土
）

　

行　

先　

信
楽
・
近
江
八
幡

　

参
加
者　

一
二
六
名
（
会
員
外
五
四
名
）

　

朝
七
時
五
十
分
一
宮
を
出
発
。
名
神
高
速
道
路

を
走
り
「
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
へ
。
数
多
く
の

美
術
作
品
を
鑑
賞
し
、
そ
の
後
、「
び
わ
こ
の
千

松
」
に
て
懇
親
昼
食
会
。
午
後
か
ら
は
、
近
江
八

幡
市
内
を
思
い
思
い
に
散
策
し
、
深
ま
り
行
く
秋

を
味
わ
い
ま
し
た
。

◉
第
六
十
一
回
一
宮
支
部
展

　

会　

期　

十
一
月
二
十
一
日（
土
）～
二
十
二
日（
日
）

　

会　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

出
品
者　

支
部
員　

二
二
四
名

　
　
　
　
　

青
年
部　

個
人
五
名　

五
団
体
七
八
名

　

第
七
十
回
一
宮
市
芸
術
祭
参
加
事
業
の
一
環
で

あ
り
、
本
部
か
ら
は
理
事
長
伊
藤
昌
石
先
生
は
じ

め
、
副
理
事
長
松
永
清
石
先
生
、
同
関
根
玉
振
先

生
の
賛
助
出
品
を
賜
り
ま
し
た
。
搬
入
陳
列
も
手

際
よ
く
進
み
、
一
宮
支
部
員
の
「
一
致
団
結
」
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
深
遠
な
芸
術
の
森
を
散
策
す
る
こ
と
が
で

き
、
よ
き
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

◉
第
四
十
四
回
一
宮
支
部
学
生
書
道
展

　
支
部
展
と
同
時
開
催　
　

総
出
品
点
数　

三
、六
三
六
点

　

会
場
は
多
く
の
出
品
者
や
ご
家
族
で
賑
わ
い
、

充
実
し
た
「
目
の
勉
強
」「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
」
の

場
と
な
り
、
作
品
を
見
入
る
真
剣
な
眼
差
し
が
印

象
的
で
し
た
。
ま
た
、
毛
筆
で
思
い
思
い
の
文
字

や
言
葉
を
書
き
込
む
「
親
年
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
イ

ベ
ン
ト
」
も
好
評
で
し
た
。

◉
支
部
講
演
会

　

日　

時　

三
月
六
日（
日
）

　

会　

場　

一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　

講　

師　
愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部
教
授（
文
学
博
士
）	

　
　
　
　
　

荒
川
清
秀
先
生

　

演　

題　
「
中
国
の
街
で
見
る
漢
字
」

　
　
　
　
　

日
中
漢
字
の
意
味
の
違
い
を
考
え
る

　

聴
講
者　

一
六
〇
名
（
会
員
外
二
八
名
）

　

講
師
の
荒
川
先
生
は
、
長
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
中
国
語
講
座
で
講
師
と
し
て
出
演
さ
れ
た

先
生
で
、今
回
は
、中
国
の
街
角
で
自
ら
撮
影
さ
れ

た
看
板
や
表
示
板
な
ど
の
漢
字
を
題
材
に
、
日
中

の
漢
字
の
意
味
の
違
い
に
つ
い
て
お
話
し
さ
れ
ま

し
た
。
受
講
者
か
ら
驚
き
の
声
が
出
た
り
、全
員
で

中
国
語
の
発
声
を
す
る
場
面
も
あ
る
な
ど
、
楽
し

く
拝
聴
し
見
聞
を
広
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◉
支
部
集
会
・
交
流
会

　

日　

時　

三
月
六
日（
日
）

　

会　

場　
支
部
集
会
＝
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
交
流
会
＝
真
清
田
神
社
参
集
殿

　

参
加
者　
支
部
集
会
＝
一
二
六
名　

交
流
会
＝
一
二
七
名

　

集
会
は
、
本
部
よ
り
理
事
・
褒
賞
部
部
長
武
内

峰
敏
先
生
、
第
二
事
業
部
部
長
佐
野
翠
峰
先
生
に

ご
臨
席
賜
り
、
二
十
七
年
度
報
告
事
項
と
二
十
八

年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
お
い
て
は
、
本
部
の
先
生
方
に
加

え
、
地
元
議
員
の
先
生
方
、
一
宮
市
教
育
長
、
一

宮
市
芸
術
文
化
協
会
会
長
、
講
演
会
講
師
の
先

生
、
協
賛
者
の
方
々
な
ど
多
く
の
ご
来
賓
を
お
迎

え
し
、
和
や
か
な
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

◉
第
一
回
公
開
書
道
研
修
会

　

日　

時　

十
月
二
十
五
日（
日
）

　

会　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館

　

講　

師　
副
理
事
長
兼
事
務
局
長	

関
根
玉
振
先
生

　
　
　
　
　
第
二
企
画
部
長
兼
Ｉ
Ｔ
部
長 

上
小
倉
積
山
先
生

　

参
加
者　

四
十
八
名
（
一
般
受
講
三
十
九
名
）

　

本
年
度
よ
り
新
企
画
、
少
し
で
も
一
般
の
人
に

書
道
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
テ
ー
マ
を

『
書
の
実
技
講
習
』と
し

て
二
時
間
に
わ
た
っ
て

行
い
ま
し
た
。
今
回
は

楷
書
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の

書
法
解
説
及
び
実
演
、

実
技
指
導
を
、
お
二
人

の
先
生
か
ら
熱
心
に
ご

指
導
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
受
講
者
の
皆
さ
ん

か
ら
は
時
間
が
短
い
、

年
に
二
・
三
回
は
行
っ

て
ほ
し
い
と
の
、
お
声

も
い
た
だ
き
次
回
開
催

を
、
約
束
し
閉
会
。

◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
一
月
十
五
日（
日
）

　

行　

先　
「
近
江
路
の
旅
」

　
　
　
　
　

黒
壁
ス
ク
エ
ア
・
観
峰
館

　

参
加
者　

三
十
八
名

　

当
日
は
天
気
が
怪
し
く
黒
壁
ス
ク
エ
ア
に
着
い

た
頃
に
は「
雨
」。
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
、
ゆ
っ

く
り
散
策
、
昼
食
後
、
観
峰
館
へ「
特
別
企
画
展
・

華
麗
な
る
清
朝
後
期
の
書
画
―
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ

ラ
ー
の
時
代
―
」
鑑
賞
、
そ
し
て
瓦
当
・
石
碑

の
拓
本
体
験
、
十
分
満
喫
と
思
っ
た
ら
特
別
の
計

ら
い
で
別
室
に
て
楊
峴
・
金
農
・
何
紹
基
の
作
品

を
見
せ
て
い
た
だ
き
全
員
、
感
激
そ
し
て
後
ろ
髪

を
引
か
れ
な
が
ら
帰
路
。

◉
支
部
集
会
・
講
演
会

　

日　

時　

三
月
六
日（
日
）

　

会　

場　

半
田
福
祉
文
化
会
館

支
部
集
会

　

出
席
者　

六
十
七
名

　

本
部
よ
り
伊
藤
昌
石
理
事
長
、
村
瀬
俊
彦
記
録

統
計
部
長
の
ご
臨
席
を
賜
り
支
部
集
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
報
告
・
収
支

決
算
の
中
間
報
告
及
び
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
に
つ
い
て
報
告
、
承
認
。

講
演
会

　

講　

師　

円
空
学
会
顧
問　

長
谷
川
公
茂
氏

　

演　

題　
「
円
空
の
生
涯
」

　

参
加
者　

七
十
二
名

　

講
師
の
長
谷
川
公
茂
先
生
は
二
十
歳
ご
ろ
「
真

の
生
き
る
道
」
を
考
え
悩
ん
で
い
る
時
、
円
空
仏

と
出
会
い
そ
の
微
笑
み
に
救
わ
れ
、
そ
し
て
円
空

に
の
め
り
込
ん
で
六
十
年
研
究
を
続
け
て
来
ら

れ
た
。
先
生
は
円
空
の
生
涯
は
生
母
の
靈
の
鎮
魂

か
ら
始
ま
り
遊
行

は
他
者
の
救
済
へ

と
向
か
い
十
二
万

体
も
の
仏
像
の
造

顕
に
励
ん
だ
。
彼

の
思
想
と
信
仰
は

「
円
空
歌
集
」
の

中
に
あ
る
そ
う
で

す
。
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
や
は
り

長
谷
川
先
生
は
現

代
の
円
空
さ
ま
。

学生書道展

講　演　会

公開書道研修会

研修旅行講 演 会

支
部
だ
よ
り
（ 

平
成
二
十
七
年
度

） 

　
下
半
期

一
宮
支
部

半
田
支
部
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◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
月
二
十
五
日（
日
）

　

行　

先　

長
野
県
諏
訪
市

　
　
　
　
　

Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
ガ
ラ
ス
の
里

　
　
　
　
　

原
田
泰
治
美
術
館

　

参
加
者　

三
十
五
名

　

爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、
中
央
自
動
車
道
を
諏

訪
湖
に
向
か
い
ま
し
た
。
木
々
が
色
づ
き
始
め
た

諏
訪
湖
周
辺
で
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
て
お

り
、
走
る
人
や
応
援
を
す
る
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｗ
Ａ
ガ
ラ
ス
の
里
に
つ
き
、
ま
ず
レ
ス
ト

ラ
ン
で
自
家
製
の
パ
ン
や
高
原
野
菜
を
使
っ
た
こ

だ
わ
り
の
ラ
ン
チ
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
体
験

工
房
で
リ
ュ
ー
タ
ー
体
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ガ

ラ
ス
製
の
ペ
ー
パ
ー
ウ
ェ
イ
ト
に
リ
ュ
ー
タ
ー
の

機
械
を
使
っ
て
絵
や
文
字
を
彫
り
、
世
界
に
一

つ
、自
分
だ
け
の
ガ
ラ
ス
ア
ー
ト
を
創
り
ま
し
た
。

　
「
原
田
泰
治
美
術
館
」は
ガ
ラ
ス
の
里
か
ら
ほ
ど

近
く
、
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む
諏
訪
湖
の
ほ
と
り
に

あ
り
ま
し
た
。
原
田
泰
治
の
描
く
懐
か
し
い
ふ
る

さ
と
の
風
景
に
出
会
い
、
心
癒
さ
れ
る
一
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
企
画
展
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
た
「
田
村
英
二
の
世
界
」
で
は
、

カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
で
立
体
に
表
現
さ
れ
た
フ
ァ
ン

タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
世
界
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

◉
支
部
選
抜
展

　

会　

期　

二
月
九
日（
火
）～
十
四
日（
日
）

　

会　

場　

豊
橋
市
民
文
化
会
館

　

出
品
数　

七
十
三
点

　

入
場
者　

七
六
九
名

　

顧
問
の
寺
田

樹
風
、
星
川
双

嶺
、
村
田
華

穂
、
権
田
穂
園

各
先
生
方
、
参

与
の
鈴
木
瑞

象
、
内
藤
大
旺

各
先
生
方
に
玉

作
を
出
品
し
て

い
た
だ
き
、
各

社
中
か
ら
は
会

員
の
個
性
あ
ふ

れ
る
作
品
が
出

品
さ
れ
、
見
応

え
の
あ
る
選
抜

展
に
な
り
ま
し

た
。
中
日
書
道
会
の
先
生
方
や
地
元
の
書
道
を
愛

す
る
方
々
に
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
、
ま
た
ご
指

導
を
賜
り
、
出
品
者
一
同
新
年
度
に
向
け
て
思
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
一
月
三
日（
火
）

　

行　

先　

福
井

　

参
加
者　

三
十
三
名

　

大
安
禅
寺
と
越
前
和
紙
の
里
を
訪
れ
、
親
睦
を

深
め
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◉
支
部
会
員
展

　

会　

期　

二
月
十
七
日（
水
）～
二
十
一
日（
日
）

　

会　

場　

岡
崎
市
美
術
館

　

出
品
者　

一
九
六
名

　

入
場
者　

一
、
一
二
八
名

　

本
部
よ
り
理
事
長
、
副
理
事
長
の
賛
助
出
品
を

頂
き
、
一
段
と
重
厚
さ
が
加
わ
り
盛
大
に
開
催
で

き
ま
し
た
。

◉
支
部
会
員
集
会

　

日　

時　

	

二
月
二
十
日（
土
）
午
後
二
時

　

会　

場　

	

岡
崎
商
工
会

議
所

　

参
加
者　

一
〇
二
名

　

本
部
よ
り
伊
藤
昌
石
理

事
長
、
松
永
清
石
、
関
根

玉
振
副
理
事
長
の
ご
臨
席

を
賜
り
、
事
業
報
告
、
会

計
報
告
、
事
業
計
画
に
つ

い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◉
講
演
会

　

日　

時　

二
月
二
十
日（
土
）
午
後
三
時

　

会　

場　

岡
崎
市
商
工
会
議
所

　

参
加
者　

一
一
六
名

　

伊
藤
昌
石
理
事
長
を
講
師
に
お
招
き
し
「
嘘
か

本
当
か
？
」
と
題
し
、
歴
史
上
の
人
物
を
混
じ
え

て
の
ご
講
演
。
興
味
深
く
聴
講
で
き
ま
し
た
。

◉
交
流
会

　

日　

時　

二
月
二
十
日（
土
）
午
後
五
時

　

会　

場　

岡
崎
商
工
会
議
所

　

参
加
者　

一
〇
五
名

◉
研
究
会

　

日　

時　

三
月
二
十
七
日（
日
）

　

会　

場　

安
城
市
文
化
セ
ン
タ
ー

　

参
加
者　
一
一
六
名

　

日
頃
の
作
品
に
つ

い
て
社
中
外
の
先
生

に
ご
指
導
を
受
け
る

事
が
で
き
有
意
義
な

研
究
会
で
し
た
。

研修旅行

選抜展会場風景

研修旅行

伊藤昌石理事長講演

支部会員展

交 流 会

支部会員集会

研 究 会

西
三
河
支
部

東
三
河
支
部
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◉
研
修
会

　

研
修
会
は
、
十
一
月
八
日
（
日
）
に
恒
例
の
バ

ス
旅
行
と
し
て
三
十
名
が
滋
賀
県
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

行
程
は
、
桑
名
駅
前
と
近
鉄
四
日
市
前
で
参
加

者
を
乗
せ
、
新
名
神
を
通
っ
て
ま
ず
は
滋
賀
県
の

原
田
観
峰
館
へ
。
観
峰
館
は
開
館
か
ら
二
十
年
が

経
ち
、
こ
の
十
月
に
新
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
「
特
別
企
画
展　

華

麗
な
る
清
朝
後
期
の
書
画
―
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ

ラ
ー
の
時
代
―
」
を
、
約
一
時
間
か
け
て
学
芸

員
の
方
か
ら
解
説
を
い
た
だ
き
な
が
ら
鑑
賞
し
ま

し
た
。
激
動
の
時
代
を
生
き
た
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ

ラ
ー
の
愛
新
覚
羅
溥
儀
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
彼

と
同
時
代
に
活
躍
し
た
人
た
ち
の
書
画
が
一
同
に

展
示
し
て
あ
り
、
歴
史
の
奔
流
の
中
に
あ
っ
て

も
、
む
し
ろ
活
発
に
華
咲
い
た
書
画
に
こ
の
時
代

◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
一
月
二
十
日（
金
）

　

行　

先　

徳
川
美
術
館
、
ノ
リ
タ
ケ
の
森

　

国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
特
別
展
が
開
催
さ
れ
て
い

る
徳
川
美
術
館
へ
の
バ
ス
旅
行
で
す
。
バ
ス
は
六

時
五
十
分
に
下
呂
を
出
発
し
、
中
津
、
恵
那
で
会

員
を
乗
せ
徳
川
美
術
館
へ
九
時
半
頃
到
着
し
ま
し

た
。
十
時
よ
り
三
十
分
程
度
、
学
芸
部
長
の
四
辻

秀
紀
先
生
よ
り
源
氏
絵
巻
の
解
説
を
し
て
戴
き
ま

し
た
。
絵
十
五
場
面
は
お
よ
そ
四
年
の
歳
月
を
か

け
て
保
存
の
た
め
の
修
復
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
絵

の
構
成
、
色
彩
、
表
情
等
細
か
な
点
に
も
心
が
配

ら
れ
千
年
も
前
の
絵
を
修
復
す
る
こ
と
の
苦
労
を

映
像
を
見
せ
な
が
ら
丁
寧
に
説
明
し
て
戴
き
ま
し

の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
続
い
て

別
室
に
移
り
、
瓦
当
の
拓
本
採
り
を
実
習
。
一
人

三
枚
を
採
拓
し
ま
し
た
が
、
天
候
の
関
係
で
紙
の

乾
き
が
悪
く
か
つ
時
間
も
あ
ま
り
な
い
の
で
焦
っ

て
墨
が
滲
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
良
い

経
験
と
な
り
ま
し
た
。
ラ
ン
チ
は
琵
琶
湖
畔
の
休

暇
村
近
江
八
幡
に
て
和
食
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
は
、
風
情
の
あ
る
商
人
屋
敷
の
新
町
通
り
や

八
丁
堀
界
隈
、
和
洋
菓
子
匠
た
ね
や
・
ク
ラ
ブ
ハ

リ
エ
で
の
買
い
物
を
し
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

◉
講
習
会

　

支
部
講
習
会
は
、
本
年
二
月
十
二
日（
金
）四
日

市
の
ば
ん
こ
の
里
会
館
に
て
萬
古
焼
の
絵
付
け
体

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
三
十
五
名
で
し

た
。
内
容
は
既
に
焼
成
し
て
あ
る
皿
・
湯
呑
・
マ
グ

カ
ッ
プ
に
自
分
の
好
き
な
文
字
や
絵
を
か
い
て
、

自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
制
作
す
る
と
い

う
も
の
で
す
。
当
日
は
会
館
の
担
当
者
か
ら
説
明

を
聞
い
て
す
ぐ
に
書
き
始
め
ま
し
た
。
た
だ
一
発

書
き
で
あ
る
た
め
ぐ
っ
と
集
中
力
を
高
め
て
か
ら

書
く
緊
張
感
が
心
地
よ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま
た

希
望
者
十
名
は
、
粘
土
状
の
陶
板
に
文
字
を
ヘ
ラ

で
引
っ
掻
い
て
作
品
と
し
て
仕
上
げ
る
体
験
も
し

ま
し
た
。
こ

ち
ら
の
方
は

焼
き
上
が
り

が
楽
し
み
で

す
。
こ
れ
ら

の
作
品
は
次

の
支
部
展
に

展
示
す
る
予

定
で
す
の
で

ご
期
待
く
だ

さ
い
。

た
。
今
回
は
開
館
八
十
周
年
を
記
念
し
て
全
場
面

公
開
と
な
り
ま
し
た
。
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
は
平

安
時
代
後
期
十
二
世
紀
前
半
に
描
か
れ
た
と
さ
れ

千
年
も
の
間
後
世
に
受
け
継
が
れ
て
、
人
々
の
心

に
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
事
か
ら
考
え
て
も
、

そ
の
収
蔵
の
苦
労
や
工
夫
を
伺
い
知
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
又
一
場
面
ご
と
の
絵
画
的
表
現
や
詞
書

の
優
美
な
書
等
時
間
の
立
つ
の
も
忘
れ
見
入
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

次
は
ノ
リ
タ
ケ
の
森
へ
向
い
ま
し
た
。
広
い
庭

園
に
は
陶
器
で
制
作
さ
れ
た
作
品
が
あ
ち
こ
ち
に	

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
館
内
に
は
陶
器
や
磁
器
、

ガ
ラ
ス
容
器
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
品
が
多
く
展
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
手
は
届
か
な
い
け
れ
ど
美
し
き
良

き
品
物
が
鑑
賞
出
来
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
三
十
一
名
楽
し
く
交
流
も
出
来
ま
し
た
。

◉
役
員
会

　

十
二
月
三
日（
木
）　

第
五
号
広
報
発
行
の
素
案

　

一
月
二
十
一
日（
木
）広
報
編
集

　

二
月
四
日（
木
）　　

広
報
校
正
、
二
月
中
発
行

◉
企
画
委
員
会

　

三
月
二
十
七
日（
日
）　

於
下
呂
市

　

議　

題　

新
年
度
の
計
画

　
　
　
　
　

濃
飛
支
部
展
に
つ
い
て

観 峰 館 に て

研 修 旅 行

萬古焼の絵付け体験

濃
飛
支
部

北
勢
支
部
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◉
研
修
旅
行

　

日　

時　

十
月
二
十
三
日（
金
）

　

行　

先　

勝
山
恐
竜
博
物
館
、
福
井
市
美
術
館

　

菊
薫
る
穏
や
か
な
行
楽
日
和
、
参
加
者
二
十
六

名
で
「
勝
山
恐
竜
博
物
館
と
福
井
市
美
術
館
」
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

東
海
北
陸
自
動
車
道
、
油
坂
峠
を
経
由
し
て
、

勝
山
恐
竜
博
物

館
へ
到
着
。
銀

色
に
光
る
大
き

な
ド
ー
ム
の
内

部
の
展
示
室
に

は
、
今
に
も
動

き
出
し
そ
う
な

恐
竜
骨
格
が
立

ち
並
び
、
ま
さ

に
恐
竜
の
世

◉
支
部
展

　

支
部
展
を
一
月
二
十
七
日（
水
）よ
り
三
十
一
日

（
日
）ま
で
、
三
重
県
立
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
本
部
の
先
生
方
の
作

品
と
、
会
員
の
作
品
八
十
点
余
り
を
壁
面
に
、
そ

し
て
会
場
中
央
に
は
昨
年
の
研
修
旅
行
で
制
作
し

た
団
扇
を
立
体
的
に
配
置
し
ま
し
た
。
漢
字
、
か

な
な
ど
五
部
門
の
作
品
も
会
員
の
独
創
的
な
も
の

が
多
く
、
中
で
も
篆
刻
で
は
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い

宝
船
に
乗
っ
た
七
福
神
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
方
々
も
熱
心

に
ご
覧
に
な
り
、
来
年
の
三
十
回
の
記
念
展
に

は
、
も
う
一
工
夫
し
よ
う
と
会
員
一
同
、
心
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

界
。
水
と
火
を
テ
ー
マ
と
し
た
、地
球
の
科
学
、生

命
の
誕
生
か
ら
人
類
達
の
進
化
を
、
生
命
の
歴
史

と
紹
介
。
世
界
各
国
の
恐
竜
を
ス
ク
リ
ー
ン
と
、

標
本
等
で
展
示
さ
れ
隈
無
く
解
説
し
て
あ
り
ま
し

た
。

　

午
後
は
福
井
市
美
術
館
を
見
学
。
福
井
市
出
身

の
彫
刻
家
、
高
田
博
厚
氏
の
肖
像
作
品
を
中
心

に
、
彫
刻
、
デ
ッ
サ
ン
等
が
百
点
近
く
展
示
。
企

画
展
で
は
、
ル
ネ
・
ラ
リ
ッ
ク
の
ア
ー
ル
デ
コ
の

香
水
瓶
、
化
粧
小
物
や
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
等
の
ガ

ラ
ス
芸
術
作
品
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
越
前
そ
ば
の
里
に
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
楽
し
み
至
福
の
一
刻
を
得
、
学
び
の
多
い
研
修

の
旅
で
し
た
。

◉
役
員
会
議
・
事
務
局
全
体
会
議

　

三
月
二
十
七
日（
日
）

役
員
会
議　

午
後
四
時
～

　

出
席
者　

十
一
名

事
務
局
全
体
会
議　

午
後
五
時
～

　

平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告

　

平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
（
案
）

　

右
の
項
目
に
従
っ
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

中日新聞　2016.1.28

支部役員会議

研 修 旅 行 勝山恐竜博物館

中
南
勢
支
部

岐
阜
支
部


